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1沿 革

鯛

1設 立の経緯

、・ 、 逸 ・..・

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したのであるが,そ の前身であ り母胎 ど懸 ぢ3ヒ'

ものは,昭 和5年 に創設 され た帝国美術院附属美 術研究所で ある。

の ド い に

この美術研究所は、大 正13年7凡1蹄 国美術院長子爵 黒田清 輝の遺言にま りVIJr'

奨励事業のために出措 した盗金 で遺呂執行 人が選択決定 した 事業である。すなわち遺

言執行 人代表伯爵樺 山愛輔 は,故 子爵の遺志に したが って この資金 で行 な うべき事業

の選定 を伯爵牧野伸 顕に一任 した。牧野 伯爵は帝国美術院長福原錬二郎 および東京美

術学校長正木 直彦 とはか って諸方面の意見を徴 し,ま たわが国美術上の必 要に照 ら し

て次の 事業を行 なうことと した。

(1)美 術 に関す る基礎的調査研究機関 と して美術研 究所を 設け ること。

② 黒 田子爵の作品を陳列 して同子爵の功績 を記念すること。

{3)前 二項の 目的を達するために適 当な建物 を造f`1すること。

(4)事 業成立の うえは一 切これを政府 に寄附する こと。

■

a

2年 表

昭和元年12月 前記の事 業を遂行す るため 委員会が設概 され,東 京美 術学 校長正木 直

彦が委員長に就任 し,美 術研 究所事 業について東京美術学校 教授 矢代幸雄,黒 田子

爵作品陳列 について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・同

藤島武二 および大給近清,建 築造営 について東京美術学校 教授岡 田信一 郎,会 計 事

務について遺言 執行 人打 田伝吉を各 委員 として,」∫務を分掌進行 させ た。

昭和2年2月 美術研 究所準備事業を開始 した。

同年10月 東京市上野公 園内に鉄筋 コ ンク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積1,192㎡ の

建物1棟 を起工 した。

同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術 研究所開設の ため必要な備品 ・図書 ・

1



写真等 の研 究資料 を設備 し,ま た館 内に黒 田子爵記念室を設け,同 子爵 の作 品を陳

列 した。

同4年5月 遺言執 行人代表者樺 山愛輔 は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切 の外 に金15

万円をそえ て帝国美 術院長 に寄附を願い 出た。

同5年6月 鈴 日 勅 令第125号 によ り帝国美術院 に附属美術研究所が 置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が 同研究所の主事 に補せ られ た。

同年10月17日 美術研究所開所式 を挙行 した。

同7年1月 美 術研究所 の研究成果発表機関誌 と して,定 期刊行 物 「美術研究 」を創

刊 した。

同年4月18日 株式会 社朝 日新 聞社 より明治大1E美 術史編纂費と して本年 か ら向う5

ケ年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美 術院に寄附 したい との申出が あ った。

同年5月26日 帝国美術院 はこの申出を受理 した。

明治大II三美術史編 纂委員会規程 を設け,美 術研 究所は明治大正美術史の編纂 に関す

る事務 を行な うことにな った。

同9年10月18日 毎 年10月18日 を開所記 念 日と定 めた。

同10年1月28日 鉄 筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣 工 した。

同年4月 「日本美術年鑑 」の編纂事務を 開始 した。

同年6月1日 勅令第148号 によ り美術研究所官制が公布 された。

研究資料閲覧規程を制定 し,閲 覧 事務 を開始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 により美術研究所 官制 中改正の件 が公布され,従 来,

帝国美術院に附置 されていたの を文部 大臣の直轄に 改め られた。

同年11月29日 美術 研究所 長職務規程,美 術研究所事務分掌規程 が制 定され た。

同13年2月12日 木造,平 家建,延 面積97㎡ の写真室1棟 が竣主 した。

同19年8月10日 黒田清輝 の作 品,な らびに写真原版 を東京都西多摩郡小宮村谷間 家

倉庫に疎開 した。

同20年5月28日 美術研 究所 の図書 ・諸資料全部を 山形県酒田市本町1丁 目本 間家倉

庫3棟 に疎開 した。

同年7月 ～8月 酒田市本間家倉庫 に疎開 した図書資料を爆撃の危険 を避 けるため,

さ らに酒田市外牧 曽根 村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村 後藤作之

2
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b

1沿 革

丞 家倉庫 にそれ ぞれ分散 疎開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎 開中の図 書 ・of111料等の東京向 け発送を終 了 した。

同年4月4日 酒田市 疎開 中の図書 ・諸資料等が東京 に到着 し引揚 げを完 了 した。

同年4月16日 東 京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫 に疎開中であ ったF_n'c田清輝作品な ら

びに写真原 版の引揚げを完 了 した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃 止され,国 立 博物 館官制が制定 され た。美術研

究所は同館の附属美術研究所 とな った。

同24年 本年 度か ら科学研 究¢憂によ り光学 的方法に よる美術晶の鑑識 に関する研究が

開始 され た。

同25年8月29日 文化財保a法 の制定 に伴い,美 術研究所 は文化財保漫委 員会の附属

機関 とな った。

同26年1月31日X術 研究所組織規程(ll召和26年 文 化財保ii委 員会規則第5号)が 定

め られ第一研究部 ・第二研究部 ・盗料 部,庶 務室 が置かれ た。(昭 和25年8月29日

か ら過川)

同2了年4月1日 東京文化財研究所組織 規程(昭 和27年 文 化財保護 委員会規則 第4

号)が 定め られ,美 術部 ・芸術部 ・保 存不斗学 部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術

研究所組織規程が廃止 され た。

同年7刀1!.!芸 能部研究室 として東 京芸術大学 痔楽学 部邦楽希斗教室2室 を同大学か

ら借川 し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保存科学部研究室は,国 立 博物館 保存修理課保存 技術研 究室 と して

昭和22年 発足以来,東 京国立博物館地 階の1f:に 置かれてい たが,同 館構 内の倉庫

132㎡ を 改造の うえ移転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所 組織規程 の一 部が 改正され(昭 和29年 文化財保

護 委員会規則第1号),東 京国立文化財 研究所とな った。

同32年3月28日 東京国立博物館 構内に木造,外 部鉄網 モルタル塗,平 家建,8㎡ の

保存科学 部の 薬品庫が竣工 した。'

同年11月30日 従来 の2階 建it}:庫の うえに更に1階 を増 築3階 建 とし,増 築分 延面積

71㎡ が竣 工 した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規看呈(文 化財 保護委 員会 告示 第14号)が

3



定 め られ,こ の年度か ら受託研究が開始 された。

同36年9月16日 東 京国立 文化財研究所組織規程の一部が改正 され(昭 和36年 文 化財

保 護委 員会規則第1号),従 来 の庶務室は庶務課 とな った。

同37年3月31日 東京国立博物 館構 内に保存料学部庁舎 として,鉄 筋 コンクリー ト造

2階 建 延面 積663㎡ の建物1棟 が竣 工 した 。

同年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され(昭 和37年 文化財保

護委員会規則第1号),新 たに保存 科学 部に修理技術研究室が置かれた 、

同年7月20日 芸能 部研究室は,保 存 科学 部庁舎 の竣工に伴 ない,旧 保存科学 部庁 舎

に移転 した。

同43年6月15日 文 部省設置法の一部が改正 され(昭 和43年 法律 第99号),本 研究所

は文化庁附属機関 とな った。

同44年8月23日 保 存科学部庁舎に隣接 して新営 され る別 館庁舎(延1,950.41㎡)の

起 工式 が行 なわれ た。

同45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式が行 なわれ た。

同45年4月22日 芸 能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学部は,別 館の地 階～2階 に実験用機械類の移転据付 を終 っ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎 の1階 の模様替工事 に着 手 し,同 年10月15日 工事が

終 了 した。

同年11月2日 所長 および庶務課は,本 館か ら保存科学部庁舎の1階 に移転 した。

(本館 は,美 術部庁舎 となる。)し たが って研 究所 の所在地表示は 「12番53号 」

を 「13番27号 」 と変 更された。

同46年4月1日 保存科学部庁舎および別館の敷地2,658㎡ を東京 国立 博物館か ら所

属 換 された。

'

s
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皿 設立 目的 と機構

東 京国立文化財研究所は,文 化財 に関す る調査研究,資 料の作成及びその公表 を行

な うことを 目的 として設立 され た文化庁の 附属機関であ る。その機構等は次のとお り

であ る。

1機 構
●

所 」乏

庶務課

課長工

追術部

部長

課長補佐工鷺

専門 員

唱

一主任研 究官

一

室

室

室

究

究

研

研

料

一

二

第

第

資

(庶 務 課)

職員の人事に関す る事務 ・職員の福利

厚生に関す る事務 ・公文書 類の接受 ・

公印の管守及び庶務 に関すること ・経

費及び収入の予算,決 算その他会計 に

関す る事務 ・行 政財産及び物品の管理

に関する事務 ・庁 内の取 締 り

(美 術 部)

わが国の美術及び西洋美術 ・東 洋美術

に関す る調査研 究及び その結果の公表

美術の研究に関す る資料 の作成 ・収

集 ・整理 ・保管 ・公表及び閲覧並びに

光学的方法 によ る箕術の研究 黒田記

念室 に関す る肛務

保存科学部
部長

一演劇研究室

肖楽 舞踊

研 究室
一郷土芸能

研 究室

(芸 能 部)

演劇 ・ra楽 ・舞 踊 ・郷土芸能及びその

保存 に関す る調査研 究及びその結果の

公表

(保存科学部)

文化財及び その保存 に関する化学 的 ・

物理学的 ・生物学 的調査研 究並 びにそ

の結果の公表 ・文化 財の修 理に関す る

科学的 ・技術的調査 研究及 びその結果

の公表

6



皿設立 目的 と機構

2職 種別予算定員

●

区 分 45年 度 46年 度

指 定 職 1 i

所 長 1 1

行 政 職 ←う 13 13

課 長 1 1

課 長 補 佐 1 1

係 長 2 2

専 門 職 2 3

一 般 職 員
7 6

行 政 職 仁) 2 1

守 衛 1 一

技能 ・労務職員 1 1

研 究 職 32 32

部長等研究員 8 8

室長等研究員 6 8

研 究 員 18 16

合 計 48 47

7



Ⅲ 土 地 ・建 物

本 研究所の主 な建物 は,東 京都台東区上野公園12番53号 所在 の本館 と,上 野公園13

番27号 所在の 保存科学 部実験室および別館であ る。

土地 は,本 館の敷地1,457㎡ 保存科学部実験室 および別館 の敷 地2,658㎡ の計

4,115㎡ である。

なお,建 物 の面績 ・構 造等 は,次 のとお りであ る。

1建 物の面績 ・構造一 覧

Na 名 称
種 目 ・

構 造

建面積 建 築

年 月 日
Na 名 称

種 目 ・

構造

建面積 建 築

年 月 日延面積 延面積

1 本 館

事 務所建
RC.地 上
2階 ・地下
1階

㎡

46826
昭

3.8.30 6
渡 廊 下

(写場)

雑 屋 建

木造平家

㎡

20.26 昭

13.3.25
L192.72 20.26

2 書 庫
倉 庫 建

R(λ3階

64β3
〃10.1.25

(灘聯 7
車 庫

(現物 置)

〃

27.96 〃

15.9.11
1:1 276

3

渡廊下

(書庫)

雑 屋 建

RC.平 家

4.13
〃10、1 .25 8

保存科学

部実験室

事務所建

RC。2階

3381
'ノ

37.3.284.13 68491

4

写 場 及

第1暗 室

雑 屋 建

木造平崖

・:1

〃13 .1.8 9 別 館

事務所建
RC。地下

1階地上3
階塔屋付

462.75
〃

45.3.25
・:1 1.96041

5

準備室及

第2暗 室

N 35.12
〃 ao

渡 廊 下

(別館)

雑 屋 建
鉄 骨 造
平 家

27.60
〃

35.12 ?.7.so

8
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m土 地 ・ 建 物

2建 物の平面 図(各 庁舎の縮尺不同)

美 術 部

(本 館)

書

庫

書

庫

譜

蹉
∵画

芸 一ト＼
鰹 等

書

庫

瀦

匿r-
† 室1

」

9
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庶 務 課 ・保 存 科 学 部

課
長
室

庶 務 課

宿直室

交換 室
i

手

洗

面 談 室

十
玄

+関

F
L..

下廊渡

冷
凍
機
室

用務貝室

己 室

所 長 室

c-一 ll皆)

プン噛フ

,

10



皿 土 地 ・ 建 物

馬

芸能部 ・保存科学部

(別

て兎三薩y]
参

アイソトープ室

1＼

第3準 備室

(地 階)

i雑

×

第2修 理
ア トリエ

＼
[旺 渡

i

廊
下

ランプ ー

準備室第1準 備室 収 蔵 室

煩 蒸 室
゜

減 圧 室

i一

1修 理 化学処理 ア トリエ

トリエ

倉庫

×
i手
洗
響

第2生 物

研 究 室

一1

(一 階)

第3修 理 第2修 理
試 験 室 試 験 室 鑛樫 響

:::圃 蒋 顕分光計
室

保存科学
部 長 室

(二 階)

11
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,

0

演 劇
研 究 宛

郷土芸能

研 究 窒

音楽舞踊
研 究 室

(舞台) 視聴室

_」
、

ヒ鯛 驚 室

一

ζ

録 ゴf室

一

封
周 芸能部長室

口

芸 能 部

図 、1}室
資 料 室

vま 幸
/＼ ≠ ヰ=

」 士 ゴ嘗
r洗

階)(三

}:)( 屋

12
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●

Ⅳ 予 算

1.歳 出予 算 (単位 千 円)

区 分 人 件 費 事 業 費 施設整備費 合 計

昭 和45年 度

昭 和46年 度

85,061

95,534

41,871

43,882

27,019

1,309

153951

140,725

2.科 学研究費補助金交付 決定額 (単位 千 円)

区 分

一一般 研 究 奨励 研 究 総 合 研 究 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

昭 和45年 度

昭 和46年 度

7

7

3,000

16,120

2

1

210

140

2

1

2,500

1,400

11

9

5,710

17,660

昭 和46年 度 内 訳

研 究 題 目 研究者 金 額 摘 要

日本美 術の主要作品に関す る基礎的研究 関野 克
千円
11

一般 研究

A

初期油彩画に関する科学的方法を含む美術史的研究 登石 健三 4,850
一般 研究

B

日本 中国書道史 におけ る異体字の研 究 田村 悦子 :11
一般 研究

C

出士遺物の変壊生成物に関する考古学的研究 江本 義理 ?00 〃

語り物芸能の研究 横道菖里雄 700 〃

歌舞伎演技譜の研究 浦山 政雄 200
一般研 究

D

公害環境における古美術品の実態調査 門倉 武夫 170 〃

能の脚本史の研究一 二場形式の成立について一 松本 雍 140
奨励研究

A

日本16・7世 紀に於け る絵 画と工芸 との相関

性 の検討
中川 千咲 1,400

総合研究
A

13



V研 究活動及び事業

1研 究 活 動

(1)奨 術 部

美術 部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連 のあ る西洋 美

術 につい ての基礎的調査 と専門的研 究を行 ない,そ の成果を公表 するとと もに,美 術

に関する研究資料を作成,収 集,整 理 し,こ れ らの資料を一般研 究者の利 用に も供 し,

美術 の学 術研究 のための資料 センターの役割 も果 してい る。現在3室 に分かれ,古 美

術関係は第一研 究室,近 代 ・現代 ・西洋美 術関係 は第二研究室,資 料関係 は資料室 が

担当す る。

調 査研究 は美術部3室 所 属研究員の専門領域を中心 と して実証 的に進め られている

が,学 界現下 の動向を把握す るとと もに将来 の趨勢 を洞察 し,方 法において も成果 に

おいて も,基 礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く永 く学界に寄与すべ く努めてい る。 そ

のため 重要なる問題 に蘭 しては共同研究を行ない,ま た当部独 自の光学的 ・化学 的研

究法 を活用 し,す でに多 くの成果 を収めた。

これ ら業績 は当部 の機関誌 「美術研究」(昭 和7年 創刊,年6冊 発行)に 発表 し,

大部の成 果は随時単行 の研究報 告書 として刊行 する。 また毎年 のわが国美術 界全般 に

わた る動向を調 査 し,客 観的資料の提供を主 眼と して,「 日本美 術年 鑑」 を編纂発行

している。

研 究資 料の収 集 ・作成 などに関 しては,当 部の前身たる美術研究所 として発足以来,

調査研究 とと もに力 をそそい で来 たが,現 在 それ らの資料 の蓄積 も多 く,部 外研究 者

広 く海外 の研 究者 のため,あ るいは文化財関係の事業等 のため に も大 きな寄与を して

い る。作 成保有す る資料 公表の 一と して,定 期的には毎 年,日 本 ・東洋古美術な らび

に近代 ・現代 ・西洋 美術に関す る雑誌論文お よび単行図書 を分類集録 した文献 目録を

編纂 し,「 日本美術年鑑」 に掲 載 してい る。古美 術関係文 献について はさらに増補訂

正 を 加 え 一定 の年 次 を ま と めて 既 に数 冊刊行 したが,今 後 もこれ が継承 に努 めた

14
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V研 究活動及び事業

いo

以上 のほか,調 査研究成果を簡潔に整理 した形で公表す るため,毎 年1回 公開学術

講座 を開催 して いる。

また当 部の黒 田記念室は,美 術研 究所設立のため遺産 と遺作を寄付 した黒 田清輝 の

作品およ び関係資料を保管 しているが,毎 週1回 一般 に公開 してい る。

A研 究 ・調査活動の概 要

O前 年度 よ り継続 の文部省科学研究斑総合研究 「日本16・7世 紀 におけ る絵lllliと工芸

の相関性 の検 討」(代 表者 中川 千咲美術 部長他,所 内7名,所 外12名)に ついて本年

は,画 家 と工芸家 の生活 環境 の比較及 び交渉の実態の文献的考察,金 鵜装飾 画 と蒔 絵

の手 法 ・デザイ ンにおける関連性,宗z派 におけ る絵画 と工芸,陶 磁 における絵付 の

モチーフ とデ ザイ ンとの関連,風 俗画に見 る染織,ま た,絵 画工芸 にみ る南蛮モチー

フの比較 検討 などの分担諌題 の もとに調査研 究を進めた。

その結果,土 佐家文r後 藤家文 書,晴 豊公記等 か ら工芸に関 する興味 ある事項 を

多数見出 し,大II　'八幡神社,薬 師堂,瑞 巌 寺等の調査か らは工 芸建築装飾 に多 くの知

見を得,ま た,宗 達派の料紙 装飾 にみ るL芸 的手法 の調査か らは蒔絵 などの文様との

関連につ いて新たな資料を得た。 金沢大聖氏所蔵 の占九谷,石 川県を中心と した陶磁

器 の調査,東 京国立博物 館保管の小袖雛形,桃 山江戸 前期の染織品の調査,宮 城県 白

石 市片倉家所 蔵の染織 品の調査,神 戸南 蛮美術館 その他所 蔵の初 期洋風 画や漆工,陶

磁器の調査撮影な ど,こ のテーマに関す る相 当量の資料を集めた。この種 未開拓 分野

の研 究に重要な資料 を蒐集 することが出来,今 後の研 究に資すところが大 きい。

O本 年度 新たに実施 した文 部省科学研究費一般研 究(A)「 日本美術 の主 要作品 に関す

る基礎 的研究(担 当者,関 野克以下所 内18名)は,日 本美 術史上 の代表的作品 につい

て,当 研究所美術部 の絵画 ・彫刻 ・工芸 等各 分野 の専 門研究者 と,保 存科学部 の建築

史,物 理学,科 学 の専攻者が協力 し,一 般美術史 的鑑識 ・様式分析に,顕 微鏡写真,

赤外線写真,X線r線 透過撮影,蛍 光X線 分析等 の光学的諸方法を援用 して調査研究

を行 ない,様 式 ・技法 ・材 質等の徹底 的解明をはか って精密な る資料 を収集す ること

を目的 とした ものであ る。

撮影調査活動 は,1.曼 殊院黄不動像 ・神護寺釈迦如来像 ・高山寺仏 眼仏母 像 その
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他o)仏 画,2.餓 鬼草紙 ・地獄草紙 ・法然上 人絵伝等 の絵 巻,3.万 福寺 ・徳川美術

館などの黄桑 関係画像及近世障屏 画,4・ 南蛮文化館 ・神戸市立 南蛮美術館の南蛮 関

係ltT1作品,5.高 橋 由一 ・荻 原守衛など明治期 絵画 ・彫刻,6.新 薬 師寺本尊及 び十

二神将な らびに平安初期彫刻,7.東 大寺彩絵油色箱 ・当麻 曼奈羅厨子扉絵等 の漆芸

`1、1,,1一杉神社 ・徳川 美術館等所蔵染織品な どについて行 な った。今回は特 に光学 的研

究に必要な機器の整 備によ り,従 来不明 であ った材質 ・技 法あ るいは内部 構造 などを

も明 らか にす ることが出来た。研究費の交付が11月 で あ ったため,幾 多の制 約があ っ

たが ほぽ所期の 目的を達 し,今 後の研 究に資す るところ大であった。

O特 別研究 「日本近代美術 の発達に関 する明治 前期 中期 の基礎資料集成」 は,第 二研

究室企 員によって前年度に 引続 き当時 の新 聞,そ の他 の刊行物 美術教育,博 覧 会等

のiiaLj料,関 係者の書簡,作 品等 について調査を進 め,基 礎的資 料 の 蒐 集 に つ とめ

た。

り各研究員の調査研究,2.3名 による共同研究及び他機関,大 学における科学研 究

費総合研究への参加などに関 して は各 自の研究調査活動の項 を参照 され たい。

り各 個ならびに共同研究の成果 は,大 体46年 度発行の 「美術研究 」,当部の研究会 にて

発表 しているが,「 美術研究」は本年度 には275号 か ら280号 に至 る6冊 を発行 した。

なお成果 は他の学術誌,学 会 などにおいて も公表 して いる。

Q弟 二研 究室を中心 とする現代美術 の動向調査は経 常的 事業 であるが,45年 の結果を

「日本美術年鑑 一昭和46年 版 一」として刊行 した。

B研 究 題 目

中 川 千 咲(美 術 部長)

〔1〕 近世 工芸意匠 に関す る研究

江戸時代初期を中心に陶芸及び漆芸 の意匠 に関す る調査研究。

〔II〕 近代 陶芸 の調査研究

明治大正期 における陶芸界 の動 向を中心と しての調査研究。

〔皿〕 日本16・7世 紀 における絵画 と工芸の相関性の検討

昭和46年 度科学研究 費総合研究Aの 代表者 と して研 究班 を組織 し,主 題 に関

し調査研究を行 なう。
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V研 究活動及び事業

久 野 健(第 一研究室長)

〔1〕 平安 初期彫刻 の研 究

日本各 地に分布 する平安 初期彫刻 を精 査 し請遺品の様式的関係と技法,流 派

等 を明確 にす る。 また天平彫刻 と平安初期彫刻 との関係を考察す る。

〔II〕 中部地方彫刻 の研 究

中部地 方に散在す る古彫刻 を精査 し,そ の東国 的性格 を明か にす る。 また中

部地方の遺 像と中央彫 刻 との関係を考察 する。

〔皿〕 白鳳彫刻の基 礎的研究

全1劃に分布す る白鳳彫刻,こ とに出土 した仏像彫刻を も加えて,そ の様式的

展開 と地方性を考察 する。

〔Ⅳ〕 光学 的方法に よる 日本彫刻 の調査研 究

X線 γ線等 を利川 した光学的方法 によ り,わ が国の飛鳥 時代か ら鎌倉時代ま

での古彫刻 の内部構 造,造 像法を検討 し,真 偽の判 定に も役立つような基礎

的資料 を集 めることに努 めてい る。

σ

柳 澤 孝(第 一研 究室)

〔1〕 日本仏教絵画史0)研 究

(1)平 安 ・鎌 倉時代の主要作品に関 し,光 学的方法を援 用す る実証的な調査 を実

施 し,そ れぞれの作品の 占め るべ き様式的位置の解明に努め ると共に,図 像

学的な考察に も及ぷ 、

(2)白 描図像の調査研究

〔II〕 平 安時代後期世俗画の研究

特 に四天王寺所蔵扇 面法華経冊子に関する調査研 究の続行。

〔皿〕 敦煙 絵画の研 究

年記 銘ある敦煙請来絹絵仏画 に関す る調査研究の続行。

田 村 悦 子(第 一研 究室)

〔1〕 和漢書道 史の研究

1.上 代 ・中世の仮名書道が 国文学 との間に もった交渉 ・関腓 の歴史的研究
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2.室 町時代の実 用的走 り書 き様の特異 なる一書風 の研究。

〔皿〕 異体字 の歴史的研究

唐 の書道 の影響以前の異体字 の調査研究。

猪 川 和 子(第 一研究室)

〔1〕 飛鳥 ・奈 良時代彫刻史の研究

古代彫刻史 に関す る諸先学 の研究の諸相を検 討 し,そ の間題点を 明 らかに し,

彫刻史の基礎 的研 究に資す る。

〔II〕 平 安 ・鎌 倉時 代彫刻 の調査 ・研究

全国各地 に分 布す る平 安 ・鎌倉時代 の彫刻を調査 し,資 料の蒐集整理 を行い,

時代,作 風 技法,作 家の系統 等を考察,文 献的裏づけを行い,日 本彫刻史

の研究の基礎 とす る。

〔皿〕 尊 像別 分類によ る彫 刻の研 究

〔皿〕の展 開と して,尊 像別分類 によ り,諸 尊 の整 理を行い,形 式上の伝 承と

発展,種 別 を究め,歴 史的背景 を探索 し,様 式 的特 色,作 風,時 代変遷を明

確 にす る。

亀

宮 次 男(第 一研 究室〕

〔1〕 絵巻物 の研 究

絵巻遺品について網羅 的に調査 し,そ の編年的研究を行なう ことによ って,

様式の変遷をあ とづ け,時 代 的 ・流 派的特色 を明 らか にす る。

〔皿〕 経典 説話図 の研究

法華経 関係説話図を,経 巻見返絵 と字塔 曼陀羅 を中心 に,そ の図 相の変遷 と

定着について調査研究する。

〔皿〕 肖像画の研究

主に似絵 ・高僧像 ・頂相を対象 とし,そ の時代的特 色 と様式 の変遷,頂 相に

おける日本 的特質な ど,遺 品調査 に もとついて検討す る。

●

●

秋 山 光 和(第 一 研究室)研 究員(併)
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V研 究活動及び事業

〔1〕 日本古代 ・中世絵画の研 究

〔Ⅱ〕 中央 アジアおよび敦 煙絵 画の研 究

〔皿〕 光学的方 法によ る東洋絵 画の技法材質 に関す る研究

岡 畏 三 郎(第 二研究室長)

〔1〕 明治末 ・大正初期に於 け る新 絵画運動の研究

草土社,日 本 美術 院の運動 を主 として。

(II〕 日本近代美術の発展 に関 する明治前期 ・中期 の基礎 資料 の調査研 究

工部美 術学校,画 塾,初 期 洋画家等につき基礎 資料の蒐 集と研究を 行 う。

関 千 代(第 二研究 室)

〔1〕 日本 近代絵画史 の研 究

(1)狩 野芳{k1}i1の作 品と伝記資料及その1」辺 について の調査研究を続行。

(2)前 田青邨作品調査 と研究。

〔II〕 初 期油彩画 に関す る科学 的方法を含む美術史的研究

保存科学 部との共同に より研究 をす すめる もので,科 単的方法 によ る油彩 画

の研究を中心 に調査実 験を行な う。

〔皿〕 日本近代美術の発達に関する明治 前期 ・中期 の基礎資料の調査研 究

〔IV〕 現代美術 の動向 についてo)調 査研究

6

■

坂 本 満(第 二研究室)

〔1〕 近代美術におけ る東 西交流

16世 紀よ り19世紀 に至る汎 世界的な美術の交流を,絵 画を中心 と して研究。

〔Ⅱ〕 西欧 版画史

15世 紀以降の西欧美術 における版画の展開 とその役割,つ まりイメージの レ

パー トリーおよびその媒体 としての役割の美術史的な位 置づけ(こ れ は〔1〕

とも関連 する)を 研 究。

〔皿〕 日本近代美術 の発達 に関す る明治前期 ・中期 の基礎資料の調査研究
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陰 里 鉄 郎(第 二研究室)

〔1〕 大正 ・昭和初期絵 画の調査研究

万鉄 五郎の作 品お よび関係資料 について調査 と研究を続行。

野田英夫,松 木竣介 につい て調査。

〔II〕 初期 洋風美術の調査研 究

第2次 洋風美 術,特 に幕末 期の洋風画家 について の調査。

〔Ⅲ〕 日本近代美 術の発達に関する明治 前期 ・中期の基礎資料 の調査研究

〔IV〕 現代美術の調査研究

川 上 脛(資 料室長)

〔1〕 中国絵画史の研究

中国絵 画史研究の基礎作業 どして,宋 元 明清 画家の作 品お よび伝記資料 の蒐

集 整理を継続。

〔H〕 中世東 ア ジア絵画史 の研 究

宋元代 の中国絵 画,高 麗朝の朝鮮絵 画および 日本 中世絵 画の交渉 影響関係の

精 査を企図 する。

田 実 栄 子(資 料 室)

〔1〕 近世初期染織 品の 研究

上杉神社所蔵 の伝上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類の調査 ・研究を中心 に,伝

徳川家康所 用服飾類 等同時代の服飾類,名 物裂系統外来裂 の調査 ・研究 を続

行。

〔皿〕 小袖の研 究

形態 の変遷,模 様の様 式並 びに技術 ・技法 の変遷 ・進展,用 布の地質 の調査

・研究を続行。

〔皿〕 伝統的染織 の調査 ・研 究

わが国における伝 統的染織品並 びに その技術 ・技法 の調査を機会あ る毎 に行

って研究を続行 。

〔IV〕 上代裂 の研究

20
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の

永 雄 工(資 料室)

〔1〕 日本 ・東 洋美術史の文献学的研究

江 上 緩(資 料 室)

〔1〕 平安朝書跡資料に施 された絵 画装飾 の研究

平 安時代の書跡資料に施 され た絵 画的襲飾 を絵画史的 見地か ら研 究する。

〔II〕 日本古代文様の様式的,形 式的研究

日本古代 文様全般 を様 式,形 式の両面か ら歴史的に研究する。

関 口 正 之(資 料室)

〔1〕 日本仏教絵画史研究

(1)密 教画研究

明王系画像を中心 に資料を蒐築整理 し様式的検討を試み る。

(2}仏 画に使用 された装飾 文様の研究

.仏 教尊像 の着衣等 に施 こされた装飾文様を蒐集整理 し仏画の様式との関連を

検討する。

〔皿〕 南詔国 ・大理園の仏 教美術研究

中国雲南省に興った南詔 ・大理 の仏教美術 についてチベ ッ トや中央 アジァの

美術 との図像学 的,様 式的影響 関係を検討す る。

河 野 元 昭(資 料室,昭 和46年10月1日 就 職)

〔1〕 探幽 ・常信 縮図 の研究

既撮影の探幽 ・常信縮図 を中心に,索 引によ って利用 しやすい態 勢を整え,

江戸狩 野成立 にどのような役割を果 したかを考え る。

〔皿〕 抱一派の研 究

抱一 派の資料 を収集 する。 それ らを基 に酒井抱 一の画風展開 と光琳 との美的

特質 の違いを,当 時 の江戸画壇 との関係に注 目しなが ら考察す る。

(皿〕 円山四条派の研究
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1

円山応 挙画風成立の過 程を,資 料 収集に努め なが ら跡づけ る。

中 村 伝三 郎(主 任研 究官)

〔1〕 明治以降の主 要彫 刻家の伝記資料及 び作品 の調査研究

(1)竹 内久一 の業績 について前年度 よ りの調査を継続。

(2)荻 原守衛 の 「生涯 と芸 術」の うちく画家志望 の在京時代 〉を新出資 料に基づ

き改めて考 究 。

(3)新 海竹太郎 の業績について改めて調査

〔皿〕 現代 日本美術 の調査研究

(11彫 刻 を中心 に工芸 ・絵画の動向を総合 的に常時調査考究 している。

(21国 際美術展 を主 と した戦後美術の動向の調査研究

東 京国立近代美術館 との総合研究(科 学研究費)に 参加,「 日本 に招 来され

た国際美術展」を分担。

〔m〕 日本近代美術 の発達 に関す る明治前 ・中期 の基礎資料の調査研 究

ら

上 野 ア キ(主 任研究官)

〔1〕 中央 ア ジァ古代絵画史の研究

中央ア ジア古代絵画遺品 について,国 内資料 の収 集整理を行な うとと もに,

在外資料の収集 と情報 の交換につとめ る。

〔皿〕 敦煙 絵画の研 究

敦4=,``画と敦煙 画の両面 におけ る編年的考察 を行 なう。

〔皿〕 大谷 コレクシ ョンの研究

同 コレクシ ョンの全貌把握 のため,資 料収集及 び様式 的検討を続行。 M

C研 究 ・調 査 活 動(昭 和46年4月 ～ 昭和47年3月)

『

中 川 千 咲(美 術部長)

総合研究 「日本16,7世 紀における絵画 と工芸 の相関性 の検 討」 で,仙 台,京 都,

金沢等 の総合 調査 に参加 し,陶 磁 ・漆芸等 の調査 を行な った。

な お,8月 の九谷窯趾第2次 発掘に参 加 した。
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V研 究活動及 び事業

久 野 健(第 一研 究室 長)

46年4・5月 には,関 東地方所 在の 在銘像の調査 を行 なう。す なわ ち横 浜市龍華寺

の大永4年 銘地蔵菩薩坐 像,称 名寺 の二王像,行 田市八幡神社の僧形八幡神像,持 宝

院不動三尊 像,万 福寺愛染明王/tear長法寺阿弥陀如来像,6・7月 に は京都園立 博物

館寄託の宮町区蔵の薬師如来像 及び滋 賀県 鶏足寺の諸尊像等 の調査を実施 した。また

中部地方古彫 刻調査の 一つと して9月 には糸魚川市の雲 台寺,浄 福寺,宝 伝寺,釈 迦

堂,天 津神 社.耕 文寺,日 光寺等 の諸像の調 査撮影を行 なう。また秋には東京国立博

物館で行 われた 「平安時代の彫刻」展 に出陳 の古彫刻 の詳細な調査撮影 を行ない,延

暦 寺の千手観音像や鞍馬寺の毘沙 門天像等 はX線 撮影 を行ない成果 を得 た。12月 に は

京都國立 博物館寄託の園城寺十一面観音像及 び清涼寺 の阿弥陀三 尊像,獅 子窟寺 の薬

師如来像等平安初期の代 表的遺品 を精査 し,47年1月 には千葉県岩坂 部落有の虚空蔵

菩薩像,小 松寺の銅 造十 一面観 音像 の調査撮影を行な った。 さらに2月 に は新薬師寺

の薬師如来像及び十二神将像 のX線 及 び赤外線,普 通写真によ る調査を実施 し,そ の

結果は近 く美術 研究に発表 の予定であ る。

聖

柳 澤 孝(第 一研究室)

〔1〕(1)平 安 ・鎌倉時代の仏教絵画の主要 作品の うち,京 都 ・奈 良国立博物 館保 管の

諸作品一神護寺釈迦 如来,曼 殊院黄不動,高 山寺仏眼仏母,知 恩院早来迎 など

(以上京嬉),干 手観 音(奈 良 博),並 びに個人所蔵普賢十羅刹女像 などについ

て,光 学的方法によ る調査を行ない,そ れぞれの様式技法 に関する詳細 な実証

的研究を実施 した。(2}ユネスコ東ア ジァ研究セ ンター仏教 美術研究 部会 の専門

委 員として,鳳 鳳堂 の総合調査 におけ る絵画部門を担 当 し,詳 細 な調査研究 に

従 った。 また同研究 セ ンター の依 嘱によ り,1960～69年 の10年 間にわた る仏教

美術関係文献 目録 の堀纂事業を分担 した。

〔II〕扇面法華経冊子 の成立問題に関 し,玉 葉諸写本0)検 討や如法経 と経塚 との問題

の解 明ない し平家納経 見返 し絵の様式や料紙装飾法 との比 較考察を通 して詳細

な研 究を推進 し,も っとも 可能性あ る年代的結論を提説 した。

〔皿〕 年記 銘ある敦煙請来絹 絵仏 画につい ては,前 年度に引 き続 き写真 資料 の蒐 集整

理を行ない,か つ図像学 的並 びに様式的研究を実施 した。
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田 村 悦 子(第 一研 究室)

〔1〕 書道史 と国文学 とが交 渉関腓す る領域 に研究を 向け た。 日本文学 では散文に も

和歌 を入れ ることが多い。 その散文 の中で和歌 をどうい う形に書 くかの書 式は

多様であ るが,諸 書式の先 後展開 の径路を あとず け,物 語文学の発生 に関 係す

る考察 を試みた。

臼1〕 国文学作品の書写は優麗な早 仮名を以 て された ことが多いが,文 学 の受容鑑賞

が盛 になると,さ して美を意図せぬ 走 り書き書風 で多量 に文学作品が書 写 され

る。室町時代 は暗黒時代でな く寧ろ後者 の時期 と考 える事が 出来,こ れ 迄書道

美術史か ら閑却 され た写本が少 くない。その一つと して 「こわ たの時雨」の吉

川忠氏蔵写本 を調査 し,そ うい う走 り書 き書風 も意を用 いぬ点に 自然の美が存

す ることを見出 し,又,中 世文学研究に重要な資料を提供 した。

〔m〕 目本におけ る異体字 は奈良平安時代に階 唐のそれ が,鎌 愈室町 に宋元のそれが

影響 し,こ れ らについては先に調査研究 したが,そ れ以 前六 朝の異体字の感化

を受けている聖徳 太子 自筆法華 義疏を調査研究 した。 これについ ては文部省科

学研究費の交付を うけた。

」

禽

猪 川 和 子(第 一研究室)

昭 和146年度は,研 究題 目〔1〕に関 しては,法 隆寺彫 刻に関連 して,最 近の飛鳥,奈

良時 代彫 刻史研 究の動向を考察,従 来の調査結果 をま じえ て法隆寺の彫 刻の講演を行

った。

〔II〕 に関 しては,平 安時代 の主要な彫 刻,唐 招提寺講堂像 に類似す る香 川正 花寺

菩薩像,奈 良 薬師寺十一面観音像,和 歌山金剛宝 寺観音像五躯,兵 庫中山寺十一面観

音他,三 重普賢 寺普賢菩薩,朝 田寺地蔵,文 化庁薬師如来,峯 定寺千手観音,鞍 馬寺

毘沙門三尊ほかの多 くの像 の調査 撮影(X線 撮影を も含む)を 行 った。鎌倉時代彫刻

と しては個人蔵の弥勤菩 薩を紹介,南 北 朝時代彫 刻の中,と くに円派を中心 とす る作

家 の諸作例を集め,美 術研究に発 表 した。

「Ⅲ〕 に関 して は,平 安初期 の四天 王の作例 を網羅 し,形 制についての研究 を論 文

にまとめた。

の

i
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V研 究活動及び事業

宮 次 男(第 一研究室)

〔1〕 南北朝～室町時代の絵巻 遺品について の調査 を行 い,特 に長谷寺縁起 と西行物

語絵巻について,そ の成立時期と製作年代 につい ての検討を行 った。 また御物

蒙古襲来絵巻,京 博所 蔵絵巻類 の調査 などを行 った。

〔II〕厳島神社に所蔵 され る平家納 経以外 の法華纏 】0種について その見返絵 を調査 ・

撮影 し,立 本 寺蔵 法華経文字 塔曼 陀羅8幅 を調査 ・撮影 した。

〔皿〕 黄粟 宗関係の絵画 の うち,万 福 寺所蔵 の画像 を調査 ・撮影 した。また,四 国,

山陽 の地方にある頂相及び羅漢 ・十土図 の調査を行 った。

1

2

3

秋 山 光 和(第 一研 究室)研 究員(併)

平等院鳳恩堂扉絵 の調査研 究

扇 面法華経 の絵画に関す る研 究と報告作成

米国所在の絵巻 物および 中国 説話画巻の調査

岡 畏 三郎(第 二研 究室長)

〔1〕 大正期における絵 画運動 につい て,当 時刊行 の諸資料 を調査蒐集 し,又 当時の

作家,美 術 関係者を訪 ね所蔵作品や資料 の蒐 築につ とめ た。

〔II〕明治美術 の基礎資料 の調査研究 については,新 聞,雑 誌,展 観 目録,そ の他当

時 の諸記録 を もと に,美 術関係施設,展 覧会,博 覧会,美 術界 の動 向につ き,

資料の蒐集につ とめた。

D

関 千 代(第 二研究室)

保 存科学部 との 共同研究であ る 「油彩画における科学的方法 によ る研究 」に比較的

多 くの時間を割いた。同研究 は,従 来 この種 の ものが な く,今 回を最初 とするので,

研 究に相応わしい対象物を選定 し,こ の調査研 究を行 った。その対 象は次の通 りで,こ

れ により,貴 重な基礎的デー ターの資料を得 ることが 出来た。a)黒 田清輝 作品(本

所収蔵 品)b)高 橋由一作品(金 刀 比羅宮蔵 品)c)秋 田蘭 画,長 崎絵画(長 崎県立

・同市立博物館蔵品)そ のほか島津 家蔵品の狩野芳崖箪 「犬追物図」を鹿 児島市尚古

集成館 において調査 撮影 を行 い・また前田甫邨作品集製作に参加,作 品撮影 にあ たり
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随時調 査を行 った。

坂 本 満(第 二 研究室)

46年2月 末 よ りフランスの国立図書館 に 日仏美 術考古学会 の給費研究員 として派遣

され,47年3月 まで同図書館版画室の世界 でも有数 の14世 紀末か ら現代に至 る西欧 版

画資料 を系統 的に調査。 この聞 ミュンヒェ ン中央美術 史研 究所,ク ラコフ大学 附属 図

書館,ワ ル シャワ1立 美術館,ロ ンドン ・ブリテ ィシ ュ ・ミュゼ ウム等の所蔵 版画 も

調 査す る機会 を得 た.

ム

」

陰 里 鉄 郎(第 二研究室)

先年度に引続き万鉄 五郎 関係資料を調査 し,そ の結果 を 「美術研究」所 載論文 にま

とめた。 また兼ねてか ら続継 中の高橋由一 に関 す る調査は,そ の結果 の一 部を神奈 川

県立近代美術館 における展覧会 に役立て ることがで きた。10月 か らオ ラ ンダの ライデ

ン大学 日本研究セ ンターおよび フ ランスのパ リ国立図書館に文 部省在外研究員 として

出張。オ ランダでは多 数の川原 慶賀の作品を調 査 し,他 に初期洋風画家の作品の源 泉

に関す る調査を続 行中。

川 上 浬(資 料室長)

昭和46年10月 正木美術館所蔵 日本中世絵画,同 年10・12月 万福寺お よび 同寺塔頭 所

蔵 中国画 ・U本 近!lt絵画,昭 和47年2月 神奈川県立博物館 「鎌倉 の水墨画」展 出品 日

本 中世絵 画,栃 木県吉沢氏所蔵 中国画を調査 した。

昭和46年11月 台北故宮 博物院所蔵宋 元明清絵 画約90点 の調査を行 った。

田 実 栄 子(資 料室)

研究題 目の中,特 に力 を注 いで いる 「近世初期染織 品の研究 」は,三 つ の科学研 究

費(当 研究所 の一般 研 究A《 担 当者 ・関野克》,当 研究所 の総合研究A《 代表者 ・中

川千咲》,東 京国立博物 館の総合研究A《 代表 者 ・北村哲 郎》)に 加わって い た た

め,米 沢 ・上杉神社,仙 台市博物館,白 石 ・片倉家,水 戸 ・徳 川家,名 古屋 ・徳川美

術館,山 口 ・野田神社,防 府 ・毛利博物館,東 京国立博物館,京 都国 立博物館等で,
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V研 究活動 及び事業

実物調査を頻繁に行な った。

また・ 「小袖の研究 」は,こ の年二十年来 の研究をまとめて,一 般書 ではあるが,

文化 庁監修 ・至文堂発行 の 日本 の美術67「 小袖」一冊にまとめた。

「伝統 的染織 の調査 ・研究」は,こ の年 は久留米耕 と博多織 の現地調査を主 とし,

「上代裂 の研究」 は機会 あるごとに行 な った。

_　

江 上 緩(資 料室)

平安時代書跡 資料に施され た絵1画的装飾 の調査研究と しては,奈 良興 福寺蔵 の重要

文化財 紺紙 金字成唯 識論について駐ねて調査を行な った他,御 物 の安宅切な らびに絹

地切について も京都御所 で調査を行 なった。 また47年3月 よ り米国 に調査旅行 し,関

係遺品を調 査 した。 大陸 との関係におけ る日本 占代文様の研究 につい て も,資 料の収

集につとめ,研 究を進 めた。

関 。口 正 之(資 料室)

(11密教画研究にりいては愛染明王像 に関 する文 献資料の蒐集を行 な った。②仏画装

飾 文様研究 では昨年度か ら継 続 して資料蒐集を行な ってい るが,本 年 は(D密 教 画研究

の意味 も込めて京都 ・奈良国 立博物館寄託 の仏画(神 護寺 釈迦 如来 ,高 山寺仏眼仏母,

曼殊院黄 不動,松 尾寺普賢延 命な ど)に ついて 調査 し資 料の蒐集 を行な った。

河 野 元 昭(資 料室)

46年10月 ・12月二度に亘 り黄環仙 万福寺所蔵品 の調査撮影 を行な う。47年1月 新 し

く見出 され た 日光東照宮陽明門の密陀 油彩 色画(狩 野英信下画)の 調査撮影 を 行 な

う。2月 浮世絵 協会主催 在外浮世絵展 出品作品,関 東の水墨 画展(神 奈川県立博物館)

出品作品の調査撮影を行 なう。同月大阪 西福寺,篠 山専念寺 に於 て,森 狙仙 を中心 に

森派関係資料の収集に努 める。

中 村 伝三郎(主 任研 究官)

〔1〕 明治以降 の彫 塑史研究 を専攻 してい るので,こ の時期関係の作品及び文献資料

の調査蒐集に常時 つとめてい るが,特 に今年度 は,前 々か ら協力 して きた 「杜
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園 の芸術」展(5月1日 ～6月20日 奈良県立文化会館)の 開催をみた ので,

この展観内容を調査見学 するとと もに,当 展を担 当 した浅井允晶学芸 員の好意

に よって,森 川杜園(1820～1894)関 係の文献資料,ひ いては明治初期 ・中期

の彫刻 関係基礎資料 を精査することが出来 た。 このことは前年度 より調査を継

続 している竹内久一の業績に関 して,明 治10年 代 の奈.良における森川杜園 との

密 接な関係 について更 に研究を深 めるのに好機会 とな った。

〔u〕 現 代 日本美術 の動 向を,彫 刻を中心 に工芸 ・絵 画 など総合的に調査研究をすす

め てい るので,「 日本美術年鑑」編集の ため に必 要な資料蒐集 も兼ね て,都 内

は もとよ り近県 の公私美術館で の諸展,街 の多 くの画廊で各週毎に開かれてい

る個展やグループ展など重点的 に観覧調査 し,従 って これ に費す時間は一年中

の大半 といえる。

上 野 ア キ(主 任研 究員)

ソ連 名品百選展 に出品 された エル ミター ジュ博物館所 蔵の誓願図 について原所在の

比定 を行 な って発表 し,従 来未発表の ソ連 の資料に関す る情 報収 集の枠を拡 げる機 会

をiた 。 また各 国の中央 アジア美術史研究者 と資料 の交換につとめている。

敦煙絵 画研究の総 合研究 も継続 し,数 度 の研究会 を重ね,多 くの新 資料 に接 し,新

知 見を得 た。

なお平 安時代仏画の調査撮影 に同行 した。
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く績業究研要主D

中 川 千 咲(美 術部長)

①赤 絵(日 本 の美術71)

②丸 文の ある古九谷 の二作品

至 文堂47・4

美 術研 究27546・11

久 野 健(第 一研究室長)

(D東 北 古代彫 刻史の研究

(D願 成就院

中 央公 論 美 術 出版46・10

〃47・3



②新潟県下の古彫刻

②平安初期の地蔵菩薩像について

②平安初期における如来像の展開 上

③日本彫刻く世界美術小辞典〉

④平安初期彫刻の展開

柳 澤 孝(第 一研究室)

③世界美術小辞典 日本編 ・絵画(占 代 ・中 世1)

④扇 面法華経 冊Fの 成tr.をめ ぐって

田 村 悦 子(第 一研究.,)

② 吉田忠 氏蔵 古写本 「こわ たの時雨」についてL

③高野 切 ・熊野懐紙 ・巻 子本和漢朗詠築その他

③定 家と土佐 日記

⑤物 語 ・草子 類に おけ る和歌の書式

猪 川 和 子(第 一研究室)

②観 世音 寺の美術

② 天文十 一年修理銘のあ る弥勤 簿薩 像について

②平安時代の四天王彫 像の形制 について

②新 知見の南北朝時代在銘 像

③日本名宝事典彫刻 解説

③世界美術小辞典 日本彫刻 解説

⑤法隆寺 の彫刻

宮 次 男 第 一研 究室)

① 面と肖像 供 著)

②長谷 寺縁起(上 ・ド ・公fiJ)

V研 究活 動 及 び事 業

越 佐 研 究46・10

ミz一 ジ ァ ム24746・10

美 術 研 究27647・3

芸 術 欄47・1

東 京 国 立 博物 館 講 演 会46・11

芸術新潮262

美術 部研究会

ト 美 〃ド∫{りF究276

//2f!

日本 名 宝'∬典

中 日新 聞

美術 部 公 開学 術 講 座

月刊文化財93

史三変と美術417

ミュージァム246

美術研究280

小学館

芸術新 潮

研究所開所記 念、溝演会

美 ψド∫fリチうヒ275

小学館
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⑨雪渓筆獅子 ・虎豹図屏風解説

③桧趣入門(2-13)

③文兎筆 一遍 上人絵伝解説

古美術35

日本美術工芸391-402

古美術36

46.12

46・4
へ47・3

47・3

秋 山 光 和(第 一研 究 室)研 究 員(併)

② 源 氏 物 語 の 絵 画 論(源 氏 物 語 講座 第5巻)有 精 堂46・9

QQTheZenithoftheJapanesescroll‐paintinginXIIthcentury

米 国 コ ロ ン ビァ 大学47・3

Thedevelopmentofthelandscapepaintinginearlymedieval

Japan 米 国 ペ ンシ
ル ヴ ァニ ア 大学47・3

Tun‐huangPien‐wenandJapanesenarrativepaintings

米 国 ペ ン シル ヴ ァニ ァ大 学47・3

←

1

岡 畏三郎(第 二研究室長)

①創作版画の拾頭(日 本絵 画館 ・大正篇)

①風景版画(日 本 の美術)

②山下 りんの伝 記と作 品

③小 出栖 重く近代 日本 美術家 の文献紹介〉

講談社

至文堂

美術研究279

現代 の眼

46・6

47・1

47・1

46・ll

陰 里 鉄 郎(第 二研 究室)

②円鳥会一万鉄五郎の周辺 絵86

②洋 画家の南画く岸田劉生 と万鉄五 郎の場合〉 三彩278

②村 山椀 多論 世界

③洋 画図 版解説(日 本絵画館 ・大主篇)講 談社

③ 川上冬崖 神奈川県立近代美術館 ・高橋由一展目録

③辻 永の世界 茨城県立美術博物館 ・辻永展 目録

③万鉄五郎 く近代 日本美術家 の文献紹介〉 現 代 の眼204

川 上 浬(資 料室)

46・4

46・]0

47・3

46・6

46・7

46・9

46.11
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一

①渡来絵 画(日 本絵 画館12,共 著)

②祁秀佳 の画蹟 上

田 實 榮 子(資 料室)

①小 袖(口 本の美術67)

② 桃山 ・江戸 前 ・中期の産衣十三領について

一近 世小裁 ・中裁衣類調査報告一一

卜

V研 究活動及び事業

講談 社46・10

美休」{冴究27947。3

至 文 堂46・12

美術研究280号47・3

江 上 緩(資 料室)

②興福寺蔵紺紙金字成唯識論の荘厳画

⑤平安時代料紙装飾の美

関 口 正 之(資 料室)

②]970年 の歴史学界 一回顧 と展望一

② 文化庁保 管愛 染明王画像

③ 世界美 術小辞典(日 本絵画,占 代

④細 見家蔵 愛染 明王画像について

河 野 元 昭(資 料室1

③谷文晃筆爆布図

③円山応挙筆東山三絶図

③立原杏所筆東照神君図

美シド∫`りF究27746・9

美術 部公 開 学 術 講 座46・]0

日木 占代 ・美 術史の項)

史学尉霞轟志80-5

美術研究280

・中 世の項)芸 術新潮262・263

美 術部研究会

中 村 伝三郎(主 任研 究官)

②荻原守衛 一その生涯と芸術一(中)4

③現代 日本彫刻への道

③近代 日本 の彫刻一その黎 明期一

③大 久保実雄の人 と画業

46・5

47・3

46・

10,11

,.

i+く1{tt'93046・2

μく1晦警93646・7

iKl舜警94046・10

美術研 究279

求 美7

視 る49

大久保 実雄 画築

47・3

46・4

46・6

47・3
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(6)たい どう彫刻村 春 の野外彫刻展

⑥ 戦後彫 刻 と共に一彫刻応援団長の弁 一(1)(21

(6)二科展 ・行 動展彫刻 評

⑥新制 作展 ・一陽会展彫刻 評

(6)日展第三科(彫 塑)評

三 彩27446・7

絵9]・9246°9
,10

新美 術 新 聞146・9

新美 術 新 聞246・10

新 美 術新 聞346・11

上 野 ア キ(主 任研究官)

(2)エル ミタージ ュ博物館所蔵 ベゼ ク リク壁 画誓願図 について 美術研究279

③ トルフ ァン壁画誓願 図(美 の美)口 本経済新聞

③ 日本美術史7～9プ リンターズサ ークル3-6,8,10

⑥原 川淑人 博士著 「増補 漢六朝の服飾」 「唐代o)服 飾 」 考 占学雑 誌56-4

E料 学 研 究 費 題U

(IV予算2科 学 研究費補 助金交付決定額 の項 参照)

47・3

46・5

46

4～9

46・3

② 芸 能 部

芸能部は,日 本の伝統芸 能の保存 に資す るために必要な基礎 的理論的研究 を行な う。

芸能 部は,演 劇研 究室 ・音楽舞踊研究室 ・郷 土芸能研究 室の三室よ り成 る。

演劇 研究室においては,目 本 古典 演劇(主 と して歌舞伎 ・人形 浄瑠 璃などの近111_liii

劇)を,音 楽舞 踊研究室 におい ては,日 本古典 昔楽及び 日本古典 舞踊(雅 楽 ・声明 ・

平曲 ・能 ・邦 楽 ・邦舞 など)を,郷 土芸能研究室 においては,全 国 各地 に分 布 して伝

統芸能の源流や展開の過程 を示 す民俗芸能 を,そ れぞれの研究対象 とする。

各室 の研究目標 としては,以 上の諸芸能 の理 念 ・構造 ・技法 ・技 術及びその継承保

存 に関す る研 究 などがあ り,そ の研 究に必 要な資料 の収集 ・整備,記 録 の作 成 として

の撮影 ・録音などの作業 を行なう。 また研究 の結果 は,刊 行 ・講演会 の開催な どによ っ

て公表す る。

c

A研 究 ・調査活動の概要
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V研 究活 動及 び事業

芸 能部全 員による共同研 究と しては,前 年度 に引き続 き,歌 舞 伎音 楽の研究 を行 な

った。前年 度までに終 了 した付帳写真資料 の整備によ り,パ ンチ カー ドに記 入 し,分

析 ・索 引の資料 を作 製 した。

次に各研究室 におけるお もな研究調査活動を挙げ る。 演劇研 究室 においては,(1洛

地の大学 ・図書館所 蔵の演劇資料 の調査 ・撮影 ・整理 を続 け,(2膿 村舞台 ・かけ踊 り

の調 査 ・録音 ・撮影を行な った。ま た芸能 部録 音室におい て,歌 舞伎嘱子の演奏を録

音 した。な お別に雑 誌 「歌舞伎 新報」の索引刊行 の準備 を始めた。

音楽舞 踊研究室において は,(1)語 り物芸能 の研 究,(2}寺 院行事の研 究,(3)能 の様式

の研究を行 なった。1116つ いては,黒 川能王祇祭 の調査 ・録音 ・記録を行ない,天 台

宗 ・黄壁宗 ・華厳宗 の諸法 会における講賛 ・論 義 ・授戒等の語 り物的要素を 調査 ・録

音 した。② につい ては,南 部諸寺 ・万福寺 ・延 暦寺等の主要行 事を調査 した。特 に41

年度以降,継 続 的に研 究調査を実施 して来た束大 寺修二会については,ビ クター レコ

ード「漫 婁観音髄(お 水取り)」 の螂1磁 修し講 成 鰍 を担当した.・ の

レコー ドは,本 年度芸術祭 において,優 秀賞を授け られ た。(3)について は,前 年度に

引続 き,能 楽全般にわ たる構成 および技 法の研 究成 果を公表す る準備を行 なった。そ

の他,義 太夫節の曲節型について,従 来の曲節 型名 にとらわれずに新たな解析 を試み

るための準備を行な った。なお,芸 能部録 音室 において,一 噌 幸政 ・田中一次 の演奏

により,能 の笛のア シライ吹きの各旋律型 を録音 した。

郷 上芸 能研 究室におい ては,沖 縄へ の渡航を初め,各 県 に出張 しての実地調査 のほ

か,東 京における全 国民俗芸能 大会や,ブ ロック別の地 方大会 に出場 した芸能 の撮影

・録音 などを行 な った。 また民謡歌詞樂成の研究については,各 地伝承 の民謡歌 詞を

既刊書目 ・現地 調査資料等か ら収集す る作業を続 けた。 なお芸能 部録音室に おいて,

大神楽鏡味 派家元鏡味小仙一座の奏演によ り,同 家伝 来の古曲の うち,掛 け合い の曲

目4種 を録音 した。

別 に,音 楽舞踊 ・郷土 芸能の各研究 室におい ては,安 原 コ レクシ ョン邦楽 レコー ド

の整理 を続 け,そ れ ぞれ 「音盤 目録」 皿 ・IVの刊行 の準備を進 め た。

なお,各 研究室は人員寡 少のため,随 時,他 の研究室員 の応 援参 加によ って作業を

進め,「 芸能 の科学 」3と して,「 芸能論考」1を 刊行 した。
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B研 究 題 目

浦 山 政 雄(芸 能 部長)

〔1〕 近世戯 曲の系統的研究

歌舞伎脚本 ・浄 瑠璃丸本 ・役者評判記 ・番付類 の基礎資料 によ り,近 世戯 曲

の歴史 的変遷を 系統別 に検討す る。

〔皿〕 歌舞伎 演技譜 の研究

歌舞伎 の演技 の記録を,音 楽 の譜 と並 行す る総合的な演技 譜と して完成す る

ための基礎的研究。

〔皿〕 歌舞伎音楽 の研究(共)

歌舞伎難子付帳 の分析研究によ り,歌 舞伎 演出史を総 合的に研 究する。

」

、

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

〔1〕 かけ踊の研究

か け踊 の発 生 と変遷 および現状 を明 らか にす る。

〔皿〕 関東 の神楽の研究

能 の型付を基本 に考え,神 楽譜を作成 す る。

〔皿〕 能 の様式 の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄 に記 したとお りである。

〔IV〕歌舞伎音楽 の研究(共)

年間研究調査 活動の概 要欄に記 したとお りであ る。

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)研 究 員(非)

〔1〕 地方芸能文化史におけ る舞台 の研 究

全国 に分布す る農村舞台 の うち,と くに床 下に臼を敷 く習俗を もった舞 台の

調査研 究。

〔皿〕 近松周辺の浄瑠璃作者 の研究

紀 海音 ・錦 文流 ・西沢一風 など近松 の周辺 作家について,そ の作品 ・作風 ・

作者の研究 。と くに一風 の浄瑠璃本 の調査 に重点を置いた。

〔皿〕 享保期歌舞伎 の研 究

■



V研 究活動及び事業

歌舞伎台帳 ・役者評判記な どによ り,享 保期 の歌舞伎を研究す る。 と くに ト

書 ・舞 台書 による演 出 ・舞 台構造の基 礎的調査 に重点を置 いた。

ー
ジ

横 道 菖 里 雄(音 楽舞踊研究室 長)

〔1〕 語 り物芸 能の研 究(共)

年間研 究調査 活動 の概 要欄 に記 した通 りであ る。

〔II〕能 の様式 の研究(共)

年間研 究調査 活動 の概要欄 に記 した通 りであ る。

〔皿〕 歌舞伎音 楽の研 究(共)

年間研 究調査 活動 の概 要欄 に記 した通 りであ る。

〔Ⅳ〕 各宗 派声 明 ・寺院行事の比較研 究

佐藤道子 技官 を中心 とする研 究に参加 ・協力 した。

島

◎

佐 藤 道 子(音 楽舞踊 研究室)

〔1〕 籍 り物芸能 の研 究(共)

年間研究燗査活動 の概要欄 に記 した通 りであ る。

〔皿〕 寺院行事 の研究

寺院行事が内包 する多種多様 な要素の中か ら,芸 能的要 素を抽 出 し,各 宗各

派にわた る総合的比較研究 を行 ない,そ の変遷 ・分化を あとづ ける。

に}各 宗派声 明の比較研 究

各宗 派に 共通 の声 明について,用 法 ・奏演形 式 ・発声法等 の分析研究を行な

い,そ の異同を明 らか に し,特 定宗 派の独特 な声 明につい ては,同 様の方法

で特 色を明 らかにす る。

(2}寺 院 に存在す る呪 師芸 の研究

呪師芸 と芸能 との関連をたど るため,密 教行事を中心 と して,寺 院行事 に現

存す る呪師芸 について調査研 究を行な う。

〔皿〕 能 の様式 の研究(共)

年間研 究調査活動の概要欄に記 した通 りであ る。

〔Ⅳ〕 歌 舞伎 音楽 の研究(拠)
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年間研究調査活 動の概要 欄に記 した通 りである。

松 本 確(音 楽舞 踊研究室)研 究員(非)

〔1〕 語 り物芸能の研究

年間 研究調査活動の概要欄 に記 した通 りである。

〔皿〕 能の脚本史の研冗

能 の脚本上 の一番大きな特徴 であるく二場形式〉について,そ の発生過程 を

探 ろ うとす る研究。

〔皿〕 能の様式 の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄 に記 した通 りである。

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

〔1〕 念仏芸 の研 究

全国に分布す る民俗芸能 の うち,特 に分布範 囲の広い 念仏芸系統の現状 と,

その伝播 ・変遷 の経 路を明 らか にする研 究。今年度は小歌踊の研究を主と し

た。

〔皿〕 沖縄の民俗芸能の研究

沖縄 諸島に伝承 され る民俗芸 能の分布についての調査 と,芸 能 の分類 に関す

る研究 。

〔皿〕 歌舞伎音 楽の研究(共)

年 間研究調査活動 の概要欄に記 した通 りである。

〔Ⅳ〕 民謡歌 詞集成 の研究(共)

年 間研 究調査活動の概要欄に記 した通 りである。

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研 究員(非)

〔1〕 郷土芸能の研究

前年度に引きつづき,民 俗芸能の行なわれ る場所 の うち,特 に 「境」 を取 り

上 げ,古 代信仰,民 俗生活 との関連において 「境で行 なわれ る芸能」 の意義

を明 らかにせんとする研究。

1
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V研 究活 動及び事業

〔II〕民謡 の研究

「民謡 の民 俗学 的研究 」 「民謡研 究 の目的を究明す る研 究」 の一端 と して,

民 謡歌 詞,民 謡集書 目,民 謡文献資料等の分類 ・調査,及 び特 に芸謡的要素

を持つ民謡 に関ず る研 究。

〔皿〕 話芸 ・寄 席芸 の研究

邦楽 レコー ドの分類 によ り,落 語 を主と して話芸 ・寄席芸を対象とする近世

芸能 の研究。

〔Ⅳ〕 民謡歌 詞築成の研究(倭)

年 間研究調査活動 の概要欄 に記 した通 りであ る。

C研 究 ・ 調 査 活 動(昭46・4～ 昭47・3)

浦 山 政 雄(芸 能 部長)

近世戯曲の系統的研 究のため,阪 急学園池田文庫などの歌舞伎台帳を調査 し,東 京

大学図書館 ・東京芸 大図書館 ・国立 国会図 書館 などの番付類 を調査,こ のうち東 大所

蔵の紋番付 の撮影を完rし た。 また故岸本 一郎氏所蔵 の上方番付 を調査 し,こ れ を収

蔵 した。

芸能 部録音室におい て,杵 屋栄左衛門 ・松島庄十郎 らによ る江戸系歌舞伎 嘱子 の演

奏を録音 し,歌 舞伎音 楽の研究及び歌舞伎 演技譜 の研究 の資料 と した。

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

盆 に行なわれ てい る 「かけ踊 」調査のために,長 野県下伊那 郡天竜村坂 部 ・上村 下栗

・泰阜村森平野等の 盆踊 ・くれ 木踊 の録音 ・撮影を行な った
。

神楽 譜作成のため,埼 玉県北 葛飾郡 鷲宮町鷲宮神社で行 なわれ てい る催馬楽神楽の

8m/m撮 影を行な った。

また,大 神楽鏡味派鏡味小仙家に伝わる古曲四種を所 内録音室で録音 した。

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)研 究員(非)

農村舞台の研 究のため,栃 木県安蘇郡葛 生町 下牧 ・同県鹿沼市奈佐 原町 ・愛 知県豊

田 市猿投 町西広 見 ・香 川県小豆郡池 田町中山 ・佐賀県神埼郡神埼 町の近世劇舞台 およ
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びその芸能 を調査 ・記録 した。

近松周辺の作家研究 では,東 京芸大図書館 ・実 践女子大図書館 ・早大図書館 ・演劇

博物館 ・国立国会図書 館 ・東洋文庫 ・都立 日比谷図書館(加 賀文庫)・ 市立西尾図 書

館(岩 瀬文庫)・ 市立鎌倉近代美術館な どで,主 として 浄瑠璃本 の所在調査 ・書誌 的

研 究 ・写真撮影を行な った。

享保期歌舞伎の研究では,歌 舞伎 台帳 の 「傾城妻恋桜 」「松 風」「けいせ い鵬 鵡石」

「けいせい嵐 山」な どによ り,ト 書 ・舞 台書 カー ドを作成 ・整理 した。

その他,雑 誌 「歌舞 伎新報」の索 引カー ドを作成 ・整理 した。

1
横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)

語 り物の研究 ・能 の様式 の研究 および歌舞伎音 楽 の研 究については,年間研 究調査活

動 の概要欄 に記 した通 りである。

各宗 派声明 ・寺 院行事 の研 究については,東 大寺 ・薬師寺 ・新薬師寺 ・法華寺 ・万

福寺靴 ついての調査を行な った・ま た・「覆杢婁観 音悔過(お 水取 り)」 と題するビ

ク ター レ コー ドの製 作 を 監修 し,構 成 ・解 説 を 行 な った 。

佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)

東大寺修二会 について は,41年 度以降,継 続 的に研究 調査を実施 してい るが,本 年

度は,ビ クター レ・一 ド 「覆杢雲観音悔 過(お 水取 り)」 の製作監 修 およ び構成 ・

解説を行 なった。 これ と関連 して,悔 過会を中心 に南都諸寺 の法要行事 の調査 を行な

い つつ ある。本年度は,薬 師寺花会式 ・新薬師寺修二会 ・法華寺雛会式 ・長谷寺修正

会 について の調査を行 な った。

また,延 暦寺 の主要 行事の調査 を,44年 度か ら実施 してい るが,本 年度 は,法 華 大

会 ・元三会につい て調査を行な った。

その他,東 大寺地蔵会 ・解除会,万 福寺年 中行事 の基礎調査および施餓 鬼会 ・宗祖

遠忌諸法要 の調査 を行 な った。

語 り物芸能の研究,能 の様 式の研究および歌舞伎 音楽 の研究 については,年 間研究、

調査活 動の概要欄 に記 した通 りである。
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V研 究活動及 び密業

松 本 鬼(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)

能の脚本 様式 の点 では典型 と云われ る脇能を取 り上げて,作 品の分類 ・分析をおこ

ない,い くつか の類型 を抽 出 して脇能 の歴史を想定 した。

また,演 能調査と して東京(鋏 仙会 ・宝生会 ・三春会等)や 名古屋(中 日五 流能)

等 の舞台を記録 ・録音 した他,古 い能 の姿を探 る手 掛 りと して山形県 の黒川能を調査

し,記 録 ・撮影 ・録音 を行な った。

語 り物芸能の研 究 ・能の様式の研究 については,年 川研究調査活 動の概要欄 に記 し

た通 りであ る。

三 隅 治 雄(郷 二上芸能研究 室長)

小歌 踊の研究 のため,本 年度 はササラ踊(千1,:一)・ 神`jf踊(三 艦県)・ バ ン パ

踊(岡 山県)'雨 乞踊(鳥 取 聾む 等を調査 し,写 真 ・録音資料等を 蒐集 した。

沖縄 の民俗芸能に関 しては,九 学会連合 の沖縄総合調査(文 部省科学研究 費総合研

究によ る)の 一 員として,沖 縄本島にお もむ き,約20日 闇にわた って,本 島内の民俗

芸能を調査 した。また,所 内において沖縄現地 から蒐鎚 した資料を分析 研究 した。

その他,例 年の通 り,全 国民俗 芸能大会 や地方 の ブロ ック別民俗芸能大会に 出席し・

調査研究を行な った。

また,大 神楽鏡味 派家元鏡味小仙家 に伝 わる大神楽 の古曲の うち,掛 け合いの曲 目

4種 を所内録音室で録音 し,記 録をまとめた。

歌舞 伎音 楽の研究および民謡歌詞集成 の研 究については,年 間研 究調査 活動 の概要

欄 に記 した通 りであ る。

6

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研 究員(非)

民謡の研 究に関 しては,民 揺集や民謡文 献資料 のカー ド作製 ・分類を,引 きつづき

行 なってい る。

「民謡伝 播の跡づけ」 「杵築 と宗像 の神」等の研究を 目的と して,平 戸 ・松 浦 ・宗

像地方 の現 地採集調査を行 なった。

民謡歌詞集成の研 究については,年 間研究調査活動の概要欄 に記 した通 りであ る。
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①:著 書 ②:論 文
D主 要 研 究 業 績

昭46・4～ 昭47・3

浦 山 政 雄(芸 能部長)

① 日本演劇史(共 著)

②濡れ場 と殺 し場の思想

③浄瑠璃 と端唄

③鶴屋南北全集

③文楽義太夫 「冥途 の飛 脚」 レコー ド評

③横 山正著 「浄瑠璃 集」書評

③ 「難波土産」解説 ・訳

⑥ 鶴屋 南北 の味

⑤ 日本 の芸能

⑤ 邦楽と現代

⑤ 日本音楽道 しるべ 「狂乱物 」

④:研 究発表⑤:講 演 ・放送⑥
③:解 説

:そ の他

桜楓社

学燈社 「国文学」

帝国劇場プロ

芸能

芸能

週刊読書人

日本 の古典19「 近松門左衛 門」河 出書房

伝 統芸術の会

東京教育大学

三越劇場

NHKN'M

47・3

46・9

46・5

as・7

4612

47・1

47・3

46・7

46・8

46・9

47・3

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

②かけ踊の研究

②鷲宮の催馬楽神楽

⑤大神楽の系図

芸 能 の 科 学347・3

青渕47・3

朝 日講 堂46・12

宮 本 瑞 夫(演 劇 研究室)研 究員(非)

②東 北地 方の歌舞伎 舞台 「農村舞台の総合的研 究」桜楓社

②佐渡の地芝居 「農村舞 台の総 合的研 究」桜楓社

②農村歌舞伎舞台仮設 の一形式一舞台 下に臼を 敷 く民俗 について 一

芸能の科学3

③民俗 ・風俗項 目 「大 日本百科事典 ジャポニカ17～18」 小学館

③民俗 ・風俗項 目 「現代世界百科事典1～2」 講談社

④臼 と農村舞台 日本近世文学 会
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⑤農村舞 台のフォー ク ロア

横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)

②二月堂処世界日記注解一長禄本処世界日記一

⑤青少年劇場能楽公演での講演

⑤翁 ・三番曳

⑤能の発声法

⑥日本音楽道しるべ 「弁慶物」

⑥能 「鷹姫」上演立合

⑥レ・一ド「峯罐 観音樋(お 水取り)」 構成・解説

佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)

④南都の悔過会

⑤南都の声明一悔過会について一

⑤法隆寺の悔過会と舞楽法要

V研 究活動及び事業

下野民俗研究会46・5

芸能の科学3

愛知 ・三重 ・奈良 ・千葉県

・日本舞 踊協会研修会

TB.Sラ ジオ

NHKラ ジオ

大阪 サ ンケイホール

日本 ビクター

⑥ レコー ド 「峯罐 観音悔過(お 水取 り)」構成 ・解説(共)

東洋音楽学会 ・音楽学会

近松の会

東京国立文化財研究所開所記念講演

日本ビクター

松 本 確(音 楽舞踊研 究室)研 究員(非)

②能 における神楽の研究 一 「巻絹」か ら 「竜田」 まで一 芸 能の科学3

③能 の鑑賞

④ シテ方 五流の流儀差 につ いて

④能 と狂 言の巫 子神楽

⑥今月の舞台か ら

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

①沖縄文化 史辞典(共 編著)

②芸 能史 の花 「花と 日本文化」

②民俗舞 踊の源流

②民俗芸能 一伝統 と現代 一

筑摩書房 邦楽 大系2

能楽懇談会

朝 日講堂

能楽 タイムズ231235・239

東京堂 出版

小原 流 出版部

「国際文化 」209号

「淡交」2692

47・3

as・7

46・8

46・11

47・2

46・7

46・10

46.12

46・6

46・11

46.10

47・3

46・5

46・9

46.12

46・6

47・2

4?・1

46.10

46.11

47・2
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② 沖細 の演劇 「組踊」 「演劇界 」30の1

②沖縄 の民俗 芸能の分布 と分類 「人 類科学 」24

⑨ 万作芝居 とその周辺 の芸能 国立劇場 プ ログ ラム

(3)大神 楽の曲芸 民族芸能68

③ 儒州の芸能 信濃毎日新聞

(鍼二木松 石井 の七 福神と田植踊 「自然と文化」8

③ 民俗芸能と太鼓 「日本の太 鼓」2集CBSソ ニー

(3)南目本の芸 謡 「折 口信 夫全集ノ ー ト編 」月報 中央公論社

(3)芸能に生 きる島 「沖縄の歴史」朝 日新聞社

(4)沖秘0)民 俗芸能の分布と研究の方 向

(4)シンポ ジュゥム 「音楽 と地域性」

(5)民n随 想

(5)沖穐の歌劇

(5)芸能史 と沖縄

⑤風流

(6)国立劇場民俗芸能公演 「日本の民俗劇 」監修

(6)国立劇場公演 「御冠船踊 と琉球歌劇」構 成

九学会連合 大会

東洋音楽学会 大会

NHKラ ジオ

NHKラ ジオ

九学会連合沖縄 講演会

NHKTV

47・1

47・3

46・12

46.12

47

1～3

47・1

47・2

47・2

47・3

46・5

46.10

46・

8～9

46・8

46・8

47・1

46.12

47・3

孤
・

仲 井 幸 二 郎(郷 土 芸 能 研 究室)研 究員(非)

② 芸謡o)周 辺1芸 能14-347・3

③R・L:dtiiと小 歌 と 「折 口信 夫 全 集 ノ ー ト編 」18月 報47・1

⑥ 「折 口信 夫 全 集 ノ ー ト第18巻 芸 謡 ・小 歌 」編 集 中 央 公 論 社47・1

1
ゆ

E科 学 研 究 題 目

(Ⅳ予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

㈲ 保存科学部

文化財の材質 ・構造 ・技術 の科学的研究,並 びに文化 財のおかれ てい る保存還境の
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V研 究活動及び事業

科学 的研 究を行ない,こ れを基盤 と して文化財o)保 存 と修復 に関す る技術的研究を し

てい る。換 言すれ ば,文 化財 の自然科学的研究,文 化財 を資料 とす る科学技術史的研

究,文 化 財の保存 と修理 のための科学技術の応用研 究の三方 面が ある。

研 究組織 と しては,化 学研究室 ・物理研究室 ・生物研究室 ・修理技術研究室の4研

究室か らなっている。

化学研究室

文化財 及び その保存に 関す る化学的及 び分析的調査研究並びにその結果 の公表に関

する事務 をっか さどると規定 されてい る。即 ち文化財を構成 している各種素材 の同定

・分析か ら老化 ・崩壊過程の究明 とその防止の化学 的研 究であ る。分 析には微 量分析

及び非破壊分析を主 と して行 なってお り,老 化 防止 ・強化 ・接普等 には合成樹 脂等の

応用開発 に主力を注いで おり,又 空気汚 染の文化 財への影響或は防虫 防徽 剤の適 否に

ついて の研究を行 なってい る。

物理研究室

文化財及びその保存に関す る物 理的調査研 究並びにその公表に 関す る事務 をつか さ

どると規定 されてい る。 文化 財 自身の構造 ・強弱 ・安定 等研究 のため,材 料試験を行

ない或ばX線 写真 ・γ線 写真等の特殊撮影を応用 し,又,文 化財 の保存環境 に関 し,

採光 ・照明 ・温湿度等の文化 財に及ぼす影響 とその防止 の研究 を行 な って いる。例え

ば美術品 の博物館 内 での展示,収 蔵庫 内での収蔵及 び梱包輸送に関 し適正条件 の設定

と調節技術を開発 してい る。

生物研究室

文化財 及びその保存 に関す る生物学的調査研究 並びに その結果の公表 に関す る事務

をつか さどると規 定 され てい る。 文化財に使用 され又随伴 してい る動植物的材質 の判

定を行 な うとと もに徽及 び菌 ・昆 虫等によ る文化財の微害 ・菌及び虫害の防除 のため

保存環境の改善並 びに徽及 び菌 ・昆虫等の採取 ・同定 ・培養並びに殺菌 ・殺虫 のため

の薬剤 と装置 の開発を行 なってい る。

修理 技術研究室

文化 財の修理 に関す る科学 的 ・技術的調査研究及び その結果の公表 に関する事務を

つか さどる と規定 されている。多種 の絵画 ・彫刻 ・工芸品は勿論,木 造建造物の天井

・壁 に描かれた絵画,柱 ・梁 ・組物等 の彩色装飾 及び障壁画並 びに彫 刻的細部か ら石
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造廼造物の修理に及ぷ極 めて広 範囲の内容が対象 とされ ている。 したが って,化 学 ・

物PI!・生物 の各研 究室の協力の もとに調査研究が進め られ る。技術 的には修理 文化財

を,(1)板 絵 ・彩色木工品 ・漆芸品,(2}紙 布 に描 かれ た絵 画,(3)土 器 ・陶磁器 ・金工品

・石造物 の三種類に概ね分け ることが でき る。調査研 究は,現 地へ 出張する場合 と,

保存 科学部 ア トリエ内に文化 財を移動の上行な う場合 とがあ る。 ア トリエは文化財修

理の病室や治療室 ・手術室の役目を果 していて,こ こでは徹底 した科学的調査研 究と,

科学的処理を以 って1、冒到な修理が可能であ る。 同時 に過 去の技術 の復原 と伝統技術の

検討が なされ る。

A研 究 ・調査活動の概要

前年度 の施設の拡充 ・整備に次いで,昭 和46年 度には内部に若 干の人 事移動 が行 な

われ,研 究態勢 の再編 ・合理化がな されたρ

特別研 究と して は昭和46年 度よ り 「書院造等 障壁画 保存の科学 的調査研 究」を と り

あげ,新 たに3ヶ 年 計画 で研究 に着手 した。京 都に数ヶ所の書 院造建築を 選び,そ の

中における障壁 画の保存環境 の長期観測,既 往剥落 止め処itの 現状調査,虫 ・徽害 調

査などを行 な うと共に,彩 色層剥落 の原因機構,紙 ・絵具 ・膠 な どの材質 劣化,襖 に

関す る枠 ・ド地 ・表装 の構造 的問題 障壁 画に関す る伝統 的技 法等 を実 験室的に又文

献的に考究 してい る。前年度 において一応 研究を終了 した 「陳列室 並びに収蔵庫 の室

内温湿度 及び汚染空気が美術品 に及ぼ す影 響 とその防除についての研 究」に関 しては

46年 度 「保存科学 」第8号 におい て,総 合的報 告を行な った。

,q.1X
u研 究では,前 年度 に引き続 き加 曽利貝塚 の遺跡保 存の研究を行な った。 残 され

た問題 として,土 壊表面 に出る白色 の析 出物を とめ ることに主 眼をお き,ま ず地 表か

ら空 中への水分移 動を止 める色 々な企 を試みてい る。46年 度受 託研 究で手 がけた合成

樹 脂による剥落止 め科学処置 は

羽黒山合 祭殿 内板戸絵彩 色(山 形県)

荒川神社船絵 馬(新 潟県)

唐招提寺 金堂天井彩 色(奈 良県)

な どであ る。

n光 東照宮陽明門両袖 外壁牡丹羽 目下か ら発 見された唐 油画 についての研究 も受 託
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V研 究活動及 び'14

研究の枠で行な った。東側 面では修理 のため牡 丹羽 目が とり外 され唐油画 は直接観察

し得 るので,こ れについ ては材質調査 を行 ない油材質,顔 料の種類等が判明 した。西

側 は牡 丹羽 目が とり外され る ことな く,修 理が既 に終わ ってい るが,X線 透視 により

大 和松岩笹巣籠鶴の図が中に存在 す るこ とが明 らかとな った。又東側面錦花鳥図の下

に も牡 丹唐 草の 図柄 の一部が残 って いることが透視 によ り分 った 。

国宝如庵 の移 築修理につい ては,こ の年度 は現地 において古部材 の強化 ・補修 ・欠

損補足 等の技術指導 を行 ない,古 材 再使 用による移築に新手段を確立 した。マイクロ

バ ルー ンとエポキ シ樹脂の コンパ ウン ドを使用 して,前 年度旧 富貴寺塔婆初 重の復元

が 行な われ たが,今 回は この方法に更に外 面仕上を極めて精密 に行ない補 修部の判別

が出来 ない位 に した。移築組立終 了後樹脂 加工結果確認 のためX線 透視 を行な った。

又石灯篭6甚 が庵に従 って移動 され たが,そ の補強補修 も行な ってい る。

九州彩 色古墳保存 に関 してはほぼ前年度 の研 究を継続。

蛍光X線 ・X線 回折等非 破壊法による材 質分析 では金沢市成 巽閣 色壁 に関する研究

が興味 ある もので,ウ ル トラマ リン ・朱などが検 出され修理方針 確立に寄与 した。

文化 財保存環境 については数年 に亘 り特別研 究でもとり組んでい るが,空 気汚染 ガ

ス ・塵埃,生 物汚染な どにつ き恒常的な研究 を続け てい る。又 展示,収 蔵施設など近

年新設 され る もの で,内 部 の環 境を測定 してみ て未 だ良好でない うちに開 館を急 ぐ場

合が多 い。 このような環境測定,時 と しては悪条件 に対応する対策 樹立な どを実 際施

設 の数 ケ所 につき行な った。

B研 究 題 目

登 石 健 三(保 存科学部長)

〔1〕 コンク リー トより発散 され る苛性粒子 の研究(共)

存 否のテス ト法,粒 子の基礎的性質 の研究 を引続 き行な ってい る。気体圧力

計に現われ る反応 が今の ところ最 も顕著 であるが現象 は極めて複雑でまだ全

容は掴 めない。

〔皿〕X線 γ線による文化財 内部構造欠陥 等の透視研究(共)

日光東照 宮陽明門袖壁下の唐油画についての研究は受託研 究 と して総合 的に

調査 したが この際X線 透視によ り現 在か くれ てい る絵画の存在様相 を明かと
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(VI

した。又如庵移築組立 後X線 透視を行ない,補 強補足処 置の適性確 認を行なっ

た。

腱示施設 ・収蔵 施設内の保存環境(共)

新施設 内の保存環境は 一般 によ くない ことが多い 。 この年度 ではその際行な

うべ き実際上 の対策 を研 究 し方法を 確立 した。

初期油彩 画に関する科学 的方法を含む美術史的研 究(共)

46年 度 科学研 究費を受 け美術部 ・保存科学 部数名の研究 グループの総括を行

な った。

蒔 別研究 「書院造等障壁画保存 の科学的調査研究」総括

江 本 義 理(化 学研究室 長)

lI」 文化財の材質 に関す る研 究

非破壊 的分析法 およ び微 量試科 によ る分析法の検討 とその感 度,精 度 向上 に

関す る研究。

X線 分 析 ・赤外線 分析 ・熱 分析 などによ る文化財の広 範囲の材質 の判 定,変

質 ・劣化および技法に 関す る研 究。

紀年 銘,年 代,産 地の標準 的文化 財の材質 に関す るデーターの収集。

rn〕 考 占遺物 ・遺跡 に関す る考 古化学 的研究

遺物 の材質研究ばか りでな く,埋 蔵環境 と埋蔵時,出 土後の遺物 の変質 との

関連,遺 構の変 質,劣 化の機構 や過程を,さ び ・折 出物などか ら究明す る。

出土遺物 の変壊生成 物に関す る考古化学的研 究(科 研費 ・一般研 究C)

〔皿〕聖気滑染の文化財に及ぼす影響に関す る研究

ガスク ロマ トグラフィー,ア ルカ リ炉紙法 などによ る汚染因子,汚 染度の測

定,金 属試片 の大気腐食度によ る影 響の判 定と汚染 因子 の防除法,並 びに保

存環境 調査,被 害状況調査。

門 倉 武 夫(化 学研究室)

〔1〕 文化財の保存環境 に関する研究

空気 汚染が文化財に及 ぼす影響 について究明す るため,文 化 財環境 中のイオ
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〔皿〕

〔皿〕

(N)

V研 究活動及 び事 業

ウ酸化 物,窒 素酸化物,炭 酸 ガス,じ んあいなどの汚染 因子 を測定 し,汚 染

の成因,挙 動,経 年変化等 について検討。

一主 としてイオウ酸化物,窒 素 酸化物の室内外 にお ける挙動 につい て一

特別 研究,「書院造 等障壁 画保 存の科学 的調査研究」

書院造建造物 内の保存環境(空 気汚染分担)

文化 財の材質研究に対す るCHN元 素分析 計,ガ スクロマ トグラフィーの応用

研究

漆,油 の分析法 に関す る研究。

文化財の公害環境及び被害 の実態調査(科 学研究費一般研究 ・D)

ア ンケー ト方式に よる実態調査を行な う。

■

見 城 敏 子(物 理研究室)

〔1〕 温湿度,日 光 による文化財の材質 への影響 と保存法

紙,漆 塗膜,膠,顔 料,油 絵等 各温湿度 中におけ る物性の経時 変化を測定 し,

その保存対策 を研究す る。(共)

〔皿〕 漆塗膜の硬化,劣 化過程 と古代漆との関連 の研究

特 殊な方 法で赤外線吸 収スペ ク トルを測定 し研 究す る。

〔皿〕 密陀絵の研 究(共)

密陀絵 の材料 とされてい る唐 油の作 り方 の見込み実 験を し,あ わせて材料 の

劣 化実験 を行 な う。

〔Ⅳ〕 特別研究 「(書院造 等障壁 画保存の科学 的調査研究)」

膠の劣化の調査研究を分担

膠 膜を各温湿度 に放置 し,粘 弾性及 び赤外線吸収 スペク トルに よる変化 を測

定 しその保存対策 を研究する。

〔V〕 展示 施設,収 蔵施設 の保 存環境調査(共)

石 川 陸 郎(物 理研究室)

〔1〕 青銅美術品の製作技法に関する研 究

鋳 造時 における金属の組織 および加工性 を知 り製作技法を探究する。

4?



田}遺 跡保存 に関する研 究

遺構表面,貝 塚断 面などの崩壊防 止のため の温湿度調節 によ る研 究。

〔mlX線 γ線によ る文化財内部構 造,欠 陥等 の透視研究

医学に おけるレン トゲ ン透視と同 様に文 化財 内部の様相 を知 って製作技法,

修理状況構造上の欠 陥などを知 る。

IIV1油 彩 画の表面劣化 に関す る研 究(科 学研 究費一般研 究Bに よる)

画面に亀裂が出来 るがその原因 と対策の研 究。

「V〕 特別研 究 「書院造 り等 障壁画保存の科学 的調 査研究 」環境 部門一部分 担

6

新 井 英 夫(生 物研究室)

〔i〕 文化財劣化 の微生物学的研究

文化財 の生物劣化 を微生物学的観点か ら研究す る。す なわち,各 種材質の劣

化 要因 とな って いる微 生物 の分離な らびに これ ら微生物 を環境条件に 関す る

基礎的研究を行 う。

「H〕 文化財の生物劣化 防除に関す る研究

微生物 ・昆虫による文化財 の生物劣化が著 しいが,こ れ ら生物の 防除 を目的

と し,各 種薬剤の殺 虫 ・殺 菌に必 要な条件設定 のための基礎的研 究を行なう。

〔m〕 減圧滅菌器内の湿度調節

減圧滅菌の際には急激 な減圧 状態が形成 され る。 この時の内部湿度 の変化が

文化財材質 に悪影響を及ぼすと考 え られ るので,使 用に先だって減圧時 の内

部湿度 の変化を測定 し,内 部 湿度調節 の方法 を研究 し実験する。

江 本 義 数(生 物研究室)研 究員(非)

〔1〕 国宝,重 要 文化財 の徽害調査 と防除

(11空 中微生物 の採取,そ の培養と種の決定。

(21美 術品に発生 した菌 の培養,防 除と美 術品の保 存方法。

〔皿〕 菌類 の分類 と菌株保存

収蔵庫,絵 画等か ら採取 した菌 の分類 と保存。

〔皿〕 展示室及び収蔵庫 内の温湿度 と菌 の関係
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●

岩 崎 友 吉(修 理 技術研究室長)

〔1〕 出土木 製品の保存処 置に関す る研究(共)

〔皿〕 出土金属 製品の保存処置に関 する研究(共)

〔皿〕 遺跡の保 存処置 に関する研究(撲)

〔Ⅳ〕 古代ガ ラスの研究

〔V〕 和紙 の保存 に関す る研究

〔VI〕 絵 画資材 の研究

〔W〕 文化財保存 に関す る術語集成

〔呪〕 文化財 の科学的保存技術 の国際的基準 に関す る研究

V研 究活動及び事業

中 里 寿 克(修 理技術研究室)

〔1〕 文化財 の伝統的技法の細査および記録作製

文化財の修理保存 の前提とな る技 法と施 工工程を究明 し体系化す る。材質及

破損原因 の究明 も行な う。

〔II〕 平安鎌倉時代漆芸技法の実証的研究

主 に平安鎌倉時代 の漆芸についてX線,実 体顕微鏡等を用 い材質,構 造,施

工法 の調査研究を行な う。

〔m〕 日本 占代 漆芸晶の技法的研究

縄文,弥 生,古 墳時 代の漆芸 品につい て材質,技 法,施 工工 程を研究す る。

〔Ⅳ〕 障壁画 の技法に関す る研究(兵)

特別研究 「書院造 り等障壁画保存 の科学的調査研 究」の一部を分担 し,絵 画

の技法,襖 の製法について調 査す る。

茂 木 曙(修 理 技術研 究室)

〔1〕 文化財 の科学的保存技 術の研究

主 に建造物関係の彩色等の合 成樹脂 によ る剥落 どめの技術的研 究。

〔Ⅱ〕 受 託研究 による文化財 の科学的 保存処置の ための技術的研究

樋 口 清 治(主 任研究官)
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(1)

〔皿〕

〔皿〕

〔IV〕

〔V〕

木造建造 物修 理における合成 樹脂 の利用に関す る研究

脆弱木材の合成樹脂含浸による強化,欠 失部 の樹脂 による補 加,整 形及 びF.

R.P.に よる補強な どによ り,再 び建築部材 と して使用す る実験的研 究

出土鉄 製品保存処置方法の研究

防錆用 アク リルエマル シ ョンの減圧 含浸及 びマイクロバルー ンとセ メダ イン

Cの 混合物 で,整 形 し,考 古学 的な復原 をす る。

緑泥片岩や凝灰岩等の材質か らな る石造 文化 財の保存処置方法 の研究

補修 用の新 しい絵絹 に,放 射線照射を して劣化 させ,修 理 に使用す るに適 当な

脆弱性を附与 させる研究(共)

隙壁画の保存に関する研 究(共)特 別 研究

障壁 画の剥離,剥 落の原 因およ び過去 になされた合成樹 脂による剥落止 め処

置の影 響に 関す る研究。

C研 究 ・ 調 査 活 動(昭46・4～ 昭47・3)

登 石 健 三(保 存科学 部長)

新施設発足に際 し,内 部保存環境の測定 と改善 とが しば しば必要であ る。 この年度

中には国 立公文書館,埼 玉県 立博物館,浜 松 市立美術館,京 都市美術館収蔵庫,他 二

三の私立美術館の開館に対す る相談を受け,環 境状態 の測定,改 善対策の樹立指導等

を行 なった。東京国立博物館 収蔵庫,奈 良 国立博物館,熊 本県立美 術館の建設 に関 し

て も事前の協議 に参画 してい る。又既設 の展示館に おける特別展覧会 で も内 部環境特

に湿度調節 には格別 の配慮を必要 とするが,東 京及 よび京都国立博物館で 催 さ れ た

「ソ連所 蔵名品百選展」 においては恒 湿保持 のため特別の対策を構 じた。 ヨー ロッパ

におけ る御物 展,東 京国立博物館 における平安彫刻 展について も恒湿保持対策 で協 力

した。

国宝如庵 の移築に関 しては移築 後,強 化処置確認 のため現地犬 山においてX線 によ

る透視 調査を行 な った。

日光東照宮陽明門袖壁の唐 油画につ いて の受託研究 の一部 としてX線 透視を行ない,

東 面錦花鳥 図下 には牡丹唐草 の図 柄の一部 を,西 側 牡丹羽 目下には大和松 岩笹巣籠鶴
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V研 究活動及び事業

図の存在す ることを確認 した。

加曽利貝塚の遺 跡保存処置 に関 して の受託研究の一端と して,地 表に おける析 出物

防止 の企を計画,こ の部分 のみ空気湿度を高湿に保つ試みを行な っている。

江 本 義 理(化 学研究室長)

材質研究 可搬式蛍光X線 分析装置に よる調 査は,科 学研 究費(一 般研 究B)に

よるもの として長崎県 立美 術博物館 において,初 期洋風 画8点 につ き彩 色顔料 の非破

壊的分析(46・11),又 東 京天理ギ ャ ラリーにおいて中国青銅 器6点 につき同様分析

を行 なった。(46・11)

金沢 市成巽閣 の色壁修理 に際 し7色 の色壁に使 用 されている顔料(46・6～9)新

潟県荒川神社絵馬の彩色顔料 のX線 分析 を行な った(47・2)

日光東照宮唐 油絵 の調査は,現 地で顕微鏡写 真,紫外 線蛍光カ ラー写真 撮影(46・

12),採 取 した試科 につき材質分析,油 脂分 の分析な どを行な った。

44年 度 から継続 の装飾古墳保存対策研究会 に今年度 も参加 した。(46・5,47・2)

考 古化学 科学研究黄(一 般研究C)の 交付 を受け,変 質折 出物などにつき宮崎

市,西 都市所 在の横穴 古墳,臼 杵 市,大 分市の石仏群の調査(47・2).天 理 大学参考

館において碑,基 誌,テ ラコッタ,ガ ラス器 などについて調査(47・2)を 行なった。

また浜松 市伊場 遺跡 の発堀時において,埋 蔵環境 調査 の一環 として サンプ リング,測

定を行な った。

空気汚 染の影響,保 存環境 人垣 市,徳 勝寺 の梵鏡に関 し調査を開始 した。(46

4)

特別研究費によ る書院造 り等の障壁 画の保存対 策に 関す る調査 として京 都 市二条城,

知積院,大 覚 寺,な どの襖絵,板 絵 を調査,テ ス トピー スの設置を行な った。(47・

1)

従来か らの各地 の保存環境の汚染度の測定は継続 して行ない国 立公文書館書庫の環

境調査を行 なった。

門 倉 武 夫(化 学研究室)

当研究所新館非破 壊分析 室,収 蔵庫,保 存科 学部旧館二 階及 び屋外 の新館屋上,旧
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館 西側外等でイオ ウ酸化物,窒 素 酸化物,浮 遊粉 じんを測定 し,汚 染因子の挙動 につ

いて検討。

文化財環境空気中の汚染度を知 るため,京 都国立 博物館,平 等院,徳 勝 寺,高徳 院,

根津美術 館,箱 根美 術館等でアル カリ炉紙法 によ り,イ オ ウ酸化物,窒 素酸化物を測

定,継 続 中。

特 別研究 に関 して空気汚染を分担 し,京 都市二 条城,智 積院,妙 蓮寺等3地 点の書

院及 び屋外 計9ケ 所 で空気汚染度を測定,続 行 中。

CHN元 素分析計の 応用 として,是 川遺跡 出土 有機物の元素分析 を行 なった。

新築の国立公文肖:館収蔵庫内外4ケ 所で空気 中のイオ ウ酸化物,窒 素酸化物 を測定,

継桃 中。

科学 研究費(一般研究D)に よ りff公害環境 にお ける美術品の実 態調査 。と題す るア

ンヶ 一 卜澗査を行 な った。 調査の対象 と したのは都道府 県教 育委員会,国 公 、匿総合 博

物館,考 占博物館 及び国公 私立美術博物館 で合計551件,郵 送によ り回答 を求めた。

回答串 は60.18%で あ った。

見 城 敏 子(物 理研究室)

国 、乞公文欝館,静 岡県立登呂博物館,京 都市立美術館,埼 玉県立 博物館等の展示施設,

収蔵 施設の温 湿度,偏 苛度を調査 した。近年建造 後間 もな く開館す る為,偏 苛度が あ

ま り好 しくないrl実 際 に現場 でケー ス内にニ ッカ ペ レッ トを入れ て基礎研究を応用 し

て見た。汚染 も吸済 し,湿 度 も一定 にな り,研 究 成果 をあげた。

両 陛 ドヨmッ パ旅 行紀 念展 出品御物の梱 包に協力 した。受 託研 究 「陽明門彩画側

壁に関す る調査 研究」 の一員と して漆,唐 油の劣化状態を謡査 した。

「初期油彩画に関す る科学的 方法 を含む美 術史的研 究(科 学研究 費一般研究B)」

の分担者 と して油絵の表面劣化 を受持 ち,黒 田清輝,高 橋 由一,小 田野 直武,佐 竹曙

山等 の油桧初期の作品 を調査 し,古 い油絵の表面 の状態を知 る事が出来 た。

石 川 陸 郎(物 理研究室)

特別研究 の一環 と して京都二 条城,智 積院 について年間を通 して温湿度記録 を行な

って い る。
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V研 究活動及 び事業

受託研究 として加曽利貝塚 の保存環境 について湿度調節を行ないなが ら員層断面の

保護にあた っている。

日光東 照宮陽明門側壁彩色 油彩 画のX線 透視をii1'ない描かれ ている構図,描 き・Eね

られてい る下絵 などを明 らに した。

科学研 究費(一 般研究B)の 分担 として長崎県、Z博物館,琴 ・F宮博物館所蔵等の西

洋画について画面の劣化や修複状況等調査研 究を行な った。 日本 の代表的作品即 ち彫

刻,漆 芸品について もその製作技法 を解明す るため奈良,京 都 の寺院,博 物等の所蔵

品0)調 査を行 なった。

■

新 井 英 夫(生 物 研究室)

日本 におけ る蟻害の現状把握のため,文 化庁建造物課主催の蟻 筈緊急調査会と第14

回 しろあ り対策全国大会に出席 した(46・4～5)。

建設中の埼 玉県 、匿博物館収蔵庫の コンク リー ト賭 面に徽が発 生 し,こ れ の調査 と防

除を依 頼 されたので,原 因を 調べ て防除対策を指示 した(46・7)。

重要文化財増上寺三 解脱門 の上層解体 部材o)虫 轡が著 しく,調 査 と防除対策を依頼

されたので,現 地調査(46・5)の 結果,煉 蒸処 置(46・7～8)し た。保存科学第9

岳ナ4こ報{号・o

特 別研 究(障 壁画)で 卿積院 ・二 条城などの生物劣化を調査 し,空 気 中の微生物を

採丁 した(46・7)。

第2回 国際生物劣化 シンポ ジウム(オ ラ ンダ)に 参加,第1回 国際 菌学会議(イ ギ

リス)に 参加,ヨ ー ロッパの保存科学 の調査,微 生物株保 存機 関の調査,ボ ロブ ドー

ル遺跡調査 の 目的で40日 間の海外研修旅行を した(46・8～9)。

科学研究費(一 般研究B)に よ り初期油絵の生物劣化 を研究 ・調査のため,秋 田 ・

九州 ・四国に分散 している油絵 を調べた(46・10,46・11>47・1)。

伊勢の神宮文庫の虫害が著 しく,対 策を依頼 され たので,被 害 を調査 した(46・

12)o

江 本 義 数(生 物研究室)研 究員(非)

福岡県王塚 占墳内に発生 した菌類 の研究。資料を得て菌類の分離,占 墳 内の空 中菌
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一1

を採取 して培 養を行 なった。(46・6)

東京都千代 田区国立公文書館書庫内の空中微生 物の調査。

書類は未だ搬入 されて居 らず,空 調が行われ てお り,菌 種 は少か った。(46・11)

宮崎県宮崎市,西 都市所在の横穴古墳,お よび臼杵 市の石仏 に発生 した糸状菌の研

究。

資料 を得て菌の分離培養を行な った。(47・2)

岩 崎 友 吉(修 理技術研究室長)

加曽利貝塚保存処置

窯跡保存処置

宮崎県立総合 博物館保存処置指導

新潟県中条町荒川神社保存処置指導

羽黒山神社板戸 絵画保存処置

日光東照宮陽明門絵 画調査

新潟県 旧県 会議事堂 天井保存処置予備調査

万福寺 本額等剥落止め経 年変化調査

如庵部材科学処贋 指導

土岐市窯趾保存指導

イラク ・クルナ水没文化財調査

イ ンド ・ニューデ リー開催 アジア太平洋地域文化財保存会議 出席

イ タ リア ・ローマ センター総会及 び理事会出席

]

中 里 寿 克(修 理 技術研究室)

漆芸品 の調査

科学研究費(一 般 研究A)に よ り中尊寺 金色堂什器及経蔵八角須弥壇を調査(47・

2・19～22)し,更 に漆皮 箱(四 天王寺),黒 漆油壷(東 大寺).,蒔 絵扉(当 麻寺 本

堂),塩 山蒔絵硯箱(京 博),等 を実証的 な調査 を行な った(昭47・1・19～22)。

その他蓬 莱山蒔絵袈裟箱(東 博),片 輪車蒔絵手箱(文 化 庁),螺 釦雷文鞍(水 主

神社),左 義長蒔絵硯箱,樵 夫蒔絵 硯箱等 を調査 した。

■



V研 究活動及び事業

古代漆芸品の調査

是川遺跡出土 の籠胎漆器二点を調査,合 せて漆液付着 の壷11点 を調査 した。

建 造物の保存処 置と調査

受託研究と して唐招提寺 金堂天井 の彩色につい て調査(47・3・2～5),日 光東

照宮陽明門の外部羽 目板 の唐油画彩色について調査 し,文 献収集を行な った。大 磯の

国宝 如庵移築 に関 し樋 口技官 と共同で移築 先の犬山 において前後3回 にわた り部材の

科学的保存処麗を指導 し記録 写真をと った。併せて石灯篭一基の保 存処 置を行なった。

絵画の調査

科学研 究費(総 合研究)に よ り高台寺 霊屋,都 久夫須麻神社(昭46・8・19～21),

仙台 の大崎八幡宮本殿,国 分寺,仙 台市立博物館,五 大堂,瑞 厳寺,円 通院を 調査

(46・9・28^31)o

特 別研究費 により二条城,西 本願 寺,智 積院の障屏画を 調査 した。

茂 木 曙(修 理技術研究室)

山形県羽黒山神社合祭殿内の板戸 彩色保存処置(46・9～47・3)。

新潟県荒川神社 の船 絵馬85点 の科学的保存処置(46・12～47・3)。

奈 良県唐招提寺金堂 天井及 支輪等 の一部 に就いて,合 成樹脂 による剥落 どめ処置を

行な った。(47・2～47・3)。

以 上は受託研究 による ものであ る。

他 に,埼 玉県ユ ネスコ村 の御成 門その他 の建築彩色保存のため一部 に実施 した。

(4?・3)o

樋 口 清 治(主 任研 究官)

昭和46年5月 よ り,国 宝 「如庵」 の解体修理に伴い,各 部材 の殆ん どすべてを,合

成樹脂 により強化,整 形を したが,こ の樹脂処置 を中里技官 と共に指導 した。 この方

法 は先年度 の旧富貴寺 遺材 の処置 と大体 同じであ るが,今 回は特 に茶室 と云 う特殊性

か ら,仕 上 り後のテクスチ ャーを損 なはない よう最大の努力が なされた。例えば樹脂

が硬化 してか ら彫刻す るよ うに整形 したり,顔 料 の配合,ガ ラスマ イクロバルー ンの

一部使用,古 色づけな どの改良 をおこなった。更 に現場 の技術者達 の熟練によ り,完
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成後 は一 見 して何処を補修 したか分か らない ほどであ った。 また,如 庵の庭にあ った

石灯篭6基 の保存処置をお こな った。そのう ちの1基 は,前 に硫黄を 用いて修理 され

ていたために,火 袋 の崩 壊著 しく,保 存状態 は極めて悪か ったが,エ チル シ リヶ一 ト

系 強化 剤 とエポキシ樹脂等を用いて復原修理をおこない,満 足すべ き結果が得 られた。

埼玉県 北本市 の県指定東光寺板碑(緑 泥片岩)の 保存処 置 も行 な った。

最近 日本画の修理 に用い る補絹用 の古い絹が入手困難にな ってきたので,新 絹布を

古絹のよ うに劣化 させ る ことの要求があ った。 これ に対 し100メ ガ ラ ド程度 の竃子線

を絹布に照射す ることが 有効 であ ることを見い 出し,目 下実用化を目 ざして研究中 で

ある。

昭和47年2月 よ り装飾古墳 保存対策研究会 のメ ンバ ーと して,彩 色顔料 の保存処 置

の研究 を行な った。

D主 要 研 究 業 績
0:謬 発表0:論 文

昭46・4～ 昭47・3

請 演 ・放 送⑥'

登 石 健 三(保 存科学部長)

②陳列室 ・収蔵庫内温湿度 に関 して(共 著)

②室 内偏苛空気 によ る乾湿 球湿度 計の狂い(共 著)

② コンクll一 ト建造物内空気 の偏 苛性 ・偏酸性(共 著)

③:解 説
その他

② つ く りたて コ ンク リー ト室 内雰 囲気 が油 絵 に及 ぽす 影 響(共 著)

③ 新 施 設 で の 展観 東 京 都 博 物 館 協 議 会 会報11

③ 特別 研 究 「陳 列室 ・収 蔵 庫 の室 内 温 湿度 及 び汚 染 空 気が 文 化 財 に及 ぽ す影 響 と そ の

防 除 」 に つ い て 保 存 科学847・3

●Newconcretebuildingforamuseumorastoroge,with

specialreferencetotropicalclimate.

ア ジ ァ太 平 洋地 域 文化 財 保 存 会 議47・2

⑥Artandarchaeologytechnicalabstracts～ 抄 録 報 告

AATAAbstracts46

　学科存保

9

〃

〃

〃

47

4?

47

47

46

3

3

3

3

9

江 本 義 理(化 学研究室長)

R



■

　

ぴ

V研 究活動及び事業

②汚染空気 によ る生成物の分析 保 存科 学847・3

②ガスク ロマ トグ ラフィーによる収蔵庫内外の文化財環境 調査(共 著)

保存科学847・3

②奈 良国立博物館にお ける正倉院展展示環境調査(共 著)保 存科学847・3

②成巽閣 の色壁 保存科学947・3

② 万国 博覧会美術館展示環境調査(共 著)保 存科学947・3

④顔料 ・岩絵具 文化財保存科学研究臓 会469.9

門 倉 武 夫(化 学 研究室)

② ガスクロマ トグラフィーによ る収蔵 庫内外の文化財環境 調査(共 著)

保 存科学

②奈良国立博物館 におけ る正倉院展展示環境調査(共 著)保 存 科学

②万国博覧会美 術館の展示環境 調査(共 著)科 学 科学

Ω
U

8

Q
り

見 城 敏 子(物 理研 究室)

②陳列室 ・収蔵庫 温湿度 に関して(共 著)保 存科学8

②室内偏苛 空気 による乾湿球湿度計の狂い(共 著)保 存科学8

②つ くりたて コ ンク リー ト室内雰 囲気 が油絵 に及 ぼす 影響(共 著)

保存科 学9

石 川 陸 郎(物 理研 究室)

② 陳列 室 ・収蔵庫 内温湿度に関 して(共 著)保 存科学8

② コ ンク リー ト建造物内空気 の偏苛性 ・偏酸性 供 著)保 存科学8

⑤建造物調査に用い られ る放射線 につい て 文化財建造 物修理技術者講習会

新 井 英 夫(生 物研究室)

②重要文化財増上寺三解脱門の燃蒸(兵 著)

⑤木材の生物劣化

47・3

47・3

47・3

47・3

47・3

47・3

47・3

47・3

47

1.18

保存科学947・3

日本工芸 会木工芸 第2次 研修会47・3
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江 本 義 数(生 物研究室)研 究員(非)

②寺院収蔵庫内の空中菌 保存科学8

②奈良国立博物館内の微生物 保存科学8

②日本万国博覧会美術館内の空中微生物 保存科学9

②神奈川県伊勢原市宝城坊の薬師三尊の防徽 保存科学9

④防徽について 文化財保存科学研究協議会

⑥国立公文書館内の微生物調査報告書 国立公文書館

47・3

47・3

47・3

473

46

9.9

473

岩 崎 友 吉(修 理技術研究室長)

②むか しの環境 汚染,公 害MOL

②公文書の保存科学 文 部省資料館報NO.15

②発掘に対す る化学 者の協 力 考 古学 と 自然科学第4号

●RestorationofJo‐anteaceremonypavilion

アジァ太平洋地域文化財保存会議

⑤文化財 と表面保護 金属表面技術協会講演

⑤ 史料の科学的保存 文部省史料館講習会

46・10

46.12

47・2

47・2

46・6

46.10

中 里 寿 克(修 理技術研究室)

②平安時代の平文

②古代蒔絵粉の研究

④漆及胡粉下地

仏教芸術80号46・6

保存科学9号47・3

文化財 保存科学研究協訟469:9

樋 口 清 治(主 任研究官)

②黄金塚出土鉄製品の保存処置(共 著)保 存科学9

④合成樹脂応用と現状 文化財保存科学研究協議会

⑤文化財修理における合成樹脂について

第16回修理技術者(美 術工芸品)講 習会

⑤文化財(建 造物関係)の 保存と修復における合成樹脂の応用

昭和46年度文化財建造物保存技術者講習会

46・3

46

9.9

46.11

47・1

∂
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一

⑥石材の表面の化学的処理方法の研究報告

V研 究活動及び事業

装飾古墳保存対策研究会47・3

E科 学 研 究 費 題 目

αV予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

F受 託 研 究

●

〔1〕 羽 黒山合祭殿内板戸 絵彩 色保存処置

板戸絵は江戸 時代 の もので,巾1m・ 高さ3mに 及ぷ大 きな ものである。杉

板 に直接,草 木鶴鶏などが描 かれてい る。剥落 どめ処置はPVA2%～4%

の溶液で充分 に目的を達 した。過去に茅ぷ きの屋根の破 れか ら雨 もりが あり,

殆ん どの板戸 に泥状の汚れが付着 してお り,こ れを取除 き乍 ら実施 した。

〔皿〕 荒川神杜船絵 馬保存処 置

船桧 馬は北 前船 の航 海安全 を祈 って奉納 された もので,天 保8年 以降の もの

86点 で,板 に直接彩色 してある もの,胡 粉下地のあ るもの,板 に紙貼 りをし

てか ら彩色 した ものな ど,多 種多様で ある。剥離,剥 落の状態 も複雑 でPV

A溶 液,ア ク リルエマル ション等 を併用 し乍 ら処 置を行な った。 又殆 んどの

絵 馬が長期間燃 されていたが 剥落 どめ処置の際にかな り除去出来た。

〔皿〕 唐 招提寺 金堂天井彩色保存処 置

天井 ・支輪共彩色の剥落甚だ しく,顔 料の残存部分は非常に少ない。 しか し

顔料 の剥落部 分 も,白 土下地 が残 って文様の輪郭 は可成 り鮮 明な ものが多い。

この白土 による文様を損なわぬよ うに,顔 料 の残存部分に,PVA3%溶 液

を面相筆 ・注射器を用いて含滲 させ,白 土 部分 には溶剤性 アク リル 樹脂8%

溶液 を微量吹付 けて処置 した。尚明治 時代 に描かれた とい う天井 の複元模 様

も,か な り剥離が進行 してお り,こ の 部分 に対 しては水溶性ア ク リル樹 脂を

使用 した。

〔IV〕 加曽利貝塚の遺跡保存

員塚断面及び住居跡 の表面 には合成樹 脂による崩壊防止処置 が施 されてい る

が,そ の表面に白化現象がお こり,そ の殆ん どは無機塩 の析出によ るもので

あることが分った。 この現象を止 め るため,地 中よ り空中へ の水分 の移動を
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Cv)

防止せねばな らぬ。46年 度 はこれ についての二 三の試験 的方 法を実施 したが,

未 だ最良 の策に ついて結論 に到達 していない。

日光東 照宮 陽明門 両袖外壁 の調査

陽明門東 袖壁牡丹羽 目の取 はず し修理 に際 して,そ の下に梅に錦花 鳥の唐油

画が発見 された。この唐 油画 について美 術史的 と材質的 との両面か ら調査研

究を行な った。 又X線 透 視写真に よりこの唐油画の下 に牡丹 唐草の図柄 を有

す る層が存 在す るこ とが判明 した。同 じくX線 透視によ り西側袖外壁牡丹羽

目下に 大和松岩笹に巣籠 鶴の羽 目がか くれて いることも分 った。 但 し西壁 に

っいて の透視は全面に及んでお らず部分的 であるので,47年 度で全面透視を

行 うY定 である。

2事

(1)出 版

業

A美 術 研 究

昭 和7年1月 創刊,昭 和47年3月 第280号 を発行 。当研究所美術部 の調査研 究の成

果 を公表するた めの機関誌。主 と して所属研究 員の執筆 にかか る論文 ・研究資料 ・図

版解説 ・美術関係 文献の校刊 等を掲載 し,と きに所外研 究者 の寄稿を受け ることもあ

る。A4判 各 号本 文42頁,原 色図版1,単 色図版8,各 年度6冊 刊行。

昭和46年 度(第275号 ～第280号)「 美 術研 究」の 論文題 目は次の とお りであ る。

美術 研究275号 昭和46年5月

丸 文のある古九谷o)二 作 品 中 川 千 咲

新羅 金銅仏年 代考 一特 に如来,菩 薩小像の台座形式 を中心 と して 一

松 原 三 郎

美 術研究276号 昭和46年7月

鹿 王院釈迦三尊図 について 戸 田 禎 佑

吉田忠 氏蔵古写本 『こわたの時雨 』について 上 田 村 悦 子

美術研究277号 昭和46年9月

興福寺蔵紺 紙金字成 唯識論の荘厳 画 江 上 繧
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・

v

吉 田忠氏蔵古 写本 『こわたの時 雨」 について 下

美術研究278号 昭和46年11月

平安初期 における如来像の展開 上

美 術研究279号 昭昭47年1月

エル ミタージュ博物館所蔵 ベゼク リク壁 画誓願図 について

祁秀佳 の画蹟 上

荻原守衛(中)四 一その生涯 と芸術一

山 ドりん の伝 記と作品

美 術研 究280号 昭和47年3刀

新知 見の 南北朝時代在銘像

桃 山 ・江戸前 ・中期の産衣十三領 について ド

ー近 世小裁 。中裁衣類調査報告書( 一)-

B日 本 美術 年鑑

研 究活動 及び事業

田 村 悦_r

久 野 健

上 野 ア キ

川 上 浬

中 村 伝三 郎

岡 畏三郎

猪 川 和 子

神 谷 栄 子

昭和11年10月 創刊,毎 年1冊(た だ し昭和19年 ～21年 版 および昭和22年 ～26年 版は

各1冊)出 版 し,昭和47年3月 までに30冊 を刊行 した。 内容は,毎 年1月 か ら12月 まで

のわが 国美術界の活動 ・情勢を記録す る もので,美 術界年 史 ・展覧会 ・物故者略歴 ・

雑誌単行図書美術 文献 目録等を収 録 し,所 内研究 員の調査,執 策によ る。

コ

c皇 罐 賭 悔過(お 水取り)

東大寺 の修二会は十四 日間にわ たる雄 大な行法 で,奈 良各寺の悔過法要 の中で も代

表 的な もの であ るが,そ の全行法 を レコー ド六枚 に集約 した ものであ る。第一 ・二枚

には,初 夜 ・半夜 ・農朝の悔過 作法 と授戒 ・数取繊悔 ・法花繊 法 ・走 りの作法を,第

三 ・四枚 には,大 導師作法 ・神名 帳 ・過去 帳 ・呪師作法 を,第 五 ・六枚には,供 養文

・如来唄 ・散花 ・呪願 ・称名悔過 ・宝 号 ・圓 向文 の声 明について,そ の変種のすべて

を比較 して収め た。 また上記三区 分それ ぞれ に一 冊ず つの解説書を添え,別 に総説一

冊を加 えた。 この レコー ドは本研 究所 の監修 にかか り,構 成 ・解説には,音 楽舞踊研

究室 員が 当たった。なお この レコー ドに対 して昭 和46年 度芸 術祭優秀賞が授 けられた。
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D芸 能の科学3一 芸能論考1昭 和47年3月

か け踊 の研究

能 における神楽 の研究

一 「巻絹」か ら 「竜田」まで一

「天衣紛上野初花」小考

一松 江侯邸 の場 を中心に成 り立 ちと実説一

農村歌舞伎舞台仮設の 一形式

一舞台下 に臼を敷く民俗 について一

二 月堂処 世界 日記 注解

一長禄 木処世界 日記 一

E保 存 科 学

子

殖

茂嶋

本

前

松

梅 崎 史 子

宮 本 瑞 夫

横 道 萬型雄

保存科学 第8号 昭 和47年3月

特別研 究 「陳列室 ・収蔵庫 の室 内温湿度及び汚染空 気が文

化財 に及ぽす影響 とその防 除」について 登 石 健 三

陳列室・収蔵 庫内温湿度 に関 して 登石健三1見 城 敏子・石川 陸郎

室内偏苛空気 によ る乾湿球湿 度計の狂 い 見城敏 子,登 石 健三

汚染空気 によ る生成物の分析 江 本 義 理

ガ スクロマ トグラフ ィーによる収蔵庫 内外 の文化財環境調査

江本義理,門 倉武夫

奈良国立博物館における正倉院展展示環境調査

コンクリー ト建造物内空気の偏苛性,偏 酸性

寺院の収蔵庫内の空中菌

奈良国立博物館内の空中微生物

保存科学 第9号 昭和47年3月

成巽閣の色壁

万国博覧会美術館の展示環境調査

黄金塚古墳出土鉄器の保存処置について
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門倉武夫,江 本義理

登石健三,見 城敏子,石 川陸郎

江 本 義 数

江 本 義 数

江 本 義 理

門倉武夫,江 本 義理 駐

樋 口清治,青 木繁夫

一コ
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V研 究活動及び事業

つ くりたて コ ンク リー ト室 内雰囲気 が油 絵に及ぼ す影響 見城敏子,登 石健三

日本 万国博覧会美術館内の空中微生物 江 本 義 数

神奈 川県伊勢原市宝城坊の薬師 三尊 の防徽 江 本 義 数

重要文化財増上寺三解脱 門 の燐 蒸 新井英夫,森 八郎,原 田豊秋

古代蒔絵粉 の研究 中 里 寿 克

Fそ の他の出版物

美術部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗華張萱摘練図

楓鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジァ美術資料

光悦色紙帖

菱Ⅲ春草

能恵法師絵詞

宮素然筆明妃出塞図巻

u本美術資料

同

同

同

同

近代日本美術資料

同

同

墨跡資料集

同

(美術研究資料第1輯)

同

同

1司

同

同

同

同

同

同

同

第2輯)

第3輯)

第4輯)

第5輯)

第6輯)

第7輯)

第8輯 〕

第9輯)

第10輯)

第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4絹

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

昭 和7

同9

同10

同11

同12

同13

同14

同14

同15

昭 和16

同16

同13

同14

同15

同 〕6

同17

同23

同24

同26

同24

同24
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同

源氏物語絵巻

黒田清輝素描集

栄山寺八 角堂

栄山寺八角堂 の研究

法隆寺金堂建築及 び壁 画の文様研 究

黒田清輝作品集

東洋 美術文献 目録 明治以降昭和10年 まで

同 続編 昭和11年 ～ 同20年

東洋古美 術文献 目録 昭和21年 ～ 伺25年

美術 研究索 引 第1号 ～ 第 】00号

美術研 究総 目録 第1号 ～ 第230号

高雄 曼茶羅

東洋 美術文献 口録 明治以降昭和10年 まで(再iil)

日本東 洋古美術文献 目録 昭和11年 ～ 同40年

ほか に科学研究 費補助金(研 究成果刊行費)の 交付 を受け,

で刊行 され た図 井は次 のとお りであ る。

光学 的方法による古美術品の研 究

東京国立文化財研究所光学研究班編

渠楷

醍醐寺五煎塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

美術研究所編

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

同

吉川弘文館

便利堂

吉川弘文館

同

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

第3輯 同26

同24

同24

同25

同26

同28

同29

同16

同23

同29

同16

同40

同41

同42

同44

または本研 究所の監修

昭 和30

同32

同34

同39

同39

同41

芸能部

標準 日本舞踊譜

音盤 目録1

芸能 の科学1一 芸能資料集1一 四世鶴屋南北 作者年表
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芸能の科学2一 芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成

音盤 目録 皿

保存科学部

V研 究活動及 び事業

同41

同45

重要文化財 円成寺本堂 内陣彩 色剥落 どめ

(東京国立文化財研 究所 受託研 究報告 保存科学 部

国宝明王院五1貢塔内部彩 色剥落止 本作業及び木材の科学 的処 置

(同

国宝明王院 五IR塔 四天 柚塗装処 置及び 天井板彩色保存処置

(同

国宝 西明寺三重塔内部彩 色剥落どy)

・霞要文化財東 照宮 内部彩 色剥落どめ

国宝海仕山寺五rMX11.f1内陣板絵 及び彩色剥落 どめ

重要文化財霊山寺三 ・R塔内部彩 色剥落 どめ等科学処iii

屯要文化財万福寺木額,柱 聯,榜 牌等 剥落 どめ

重要文化財舟屋形内部彩 色剥 落どめ

国宝興福 寺北円堂 内部彩 色保 存処 置

国宝崇福寺第一峰門彩 色剥落どめ

重要文化財本地堂焼損材補 修材料 の研究

重要文化財崇福寺三門彩色剥 落 どめ

重要文化財般 若寺十三重石塔 初重軸石剥落止め硬化処 嗣

重要文化財吉野水分神社本殿建築彩色剥落 どめ

国宝薬師寺東塔内部彩 色剥落 どめ

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

重要文化財千代神社本殿の向拝手挟の保存修理にかかる保存処置

(同

木造神像二躯の科学的保存処罎(同

第1号)昭 和35

第2号)同36

第3号)

第4号)

第5号)

第6号)

第7号)

第8号)

第9号)

第10号)

第11号)

第12号)

第13号)

第14号)

第15号)

第16号)

同36

同36

同36

同37

同37

同38

同38

同39

同39

同40

同40

同40

同40

同41

第17号)同41

第18号)同42

(2)公 開 学 術 講 座
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美術部

昭和46年10月30日(土)13.30～16.30於 日本経済新聞社小ホール

1「 物語 ・草子類中の和歌 の書式 」 田 村 悦 子

物語 ・草子類 の散文 の地 の文の間 に挿む和歌の書 き方 は散文 と別行独立に書 くこと

が普通 見る所 であるが,土 左 日記 の伝自筆本に散文か ら一字あけで和歌を書 き続 け和

歌 のあと も散文 に じかに書 き続 けていたようなのが古い形 で,そ れは漢文古典に於て

和歌 を前後とも直 ちに散文に続けて書いたことの少 しく変 った もの であ り,更 に漢文

中の和歌 は漢籍の散文中の詩の書 き様か ら自然 に移 ってきた ものである。土左 日記的

の書 き方 の次に散文か ら行を変えて和歌 を記 るすが和歌のあとは依然直接 に散文に続

いてい る識式にな り,そ れか ら更にいろいろに変化 した ものであろ う。 そのよ うな和

歌 の挿み方 の沿革か らして,歌 物語 の類は歌集類 の詞書+和 歌 の形 の発展 と考え る従

来 の説 よりも,古'婦 己の類 か ら由来す る もの とみ る方がよいであろ う。又,和 歌を割

注 に書 く特異な形 にも注目 しその理 由につい て解釈を試み た(そ の類の和歌 は,仮 名

書 きであるか ら仮名が漢文に対 して補助的 と して小書 された り,又 は割注 のよ うなと

ころに仮名 が多 く用い られたので和歌 も小字割注 に した のであろ う)。

2平 安 時代料紙装飾 の美 江 上 緩

平安時代 の書跡 遺品 には,輕 麗な装飾 を施 した ものが多 い。奈良時 代 にもかか る装

飾の例はあ り,正 倉院その他に も遺品は存す るが,様 式 ・技法 の両面か ら見て,最 高

度の発展が 見られ るのは,平 安 後期,藤 原時代であ る。 その遺例 は,11肚 紀中頃か ら

多 く知 られ るよ うにな り,1120年 代 ごろに制 作 されたと考え られ る本願寺本三十六人

集あ たりにおいて,技 法 上の完成 と様式の洗錬 の極を見 る感}がある。 その後,1141年

ごろの久能寺経を経 て,12世 紀 後半 の平家納 経 に至る と,や や装飾過多 の傾向を呈す

るが,本 願寺本三十六人集においては,各 種 の技法,殆 ん どあ らゆ る使用可能 な材料

を駆使 しなが ら,適 度な調和を失 していない。 これ ら各種の技法の中には,染 紙 の技

法,唐 紙 の技 法,継 紙 の採用,墨 流 し,切 箔や砂子 の使用,絵 画的の文様な らびに下

絵などが 含 まれ る。継紙は,本 願 寺本三 十六 人集以外 に殆 んど遺例を見ない特殊 な技

法 であ る。

芸能部
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V研 究活動 及び事業

昭和46年12月16日 朝 日講堂

「神楽の技法」

1能 と狂言の巫子 神楽 松 本 雍

まず神楽の分類よ り始 め,こ れ らとは別に能 の中 で演 じられ る神楽について,音 楽

的構成を示 し,現 在,能 の中 で神楽 の舞われ る8曲 は,女 神 と巫子によ ること,そ の

女神の舞の種類,巫 子と祝 詞の関係を述べた。 また狂 言の中で演 じられ る巫子神楽に

ついて述べ,神 楽は本来1巫 女の舞 う神降 ろ しの舞 」で,そ れよ り 「女神の遊楽の舞」

へ移 行 した もの と説明 した。 なお説明 にはスライ ド・録 音テープを使用 した。

2大 神楽の系図 前 嶋 茂 子

実 演 鏡 味 小 仙

り

獅子の伝来,我 が 国における普及か ら説 き始め,獅 子 に対す る信仰心とその娯 楽性

が伊勢 ・熱 田の御師 と結び ついて大 神楽が発生,や が ていろい ろな過程 を経 て現在寄

席でみ られ るよ うな曲芸 中心の大神楽 と して しか その姿をみる ことがで きな くな って

しま った次第を といた。なお鏡味小仙社中に は獅子舞 と曲挽 の実演,解 説を まじえて

の分析を して もらった。

(3)昌 月∫折言己念 そラノナ∫

昭和46年 度(美 術 ・芸 能 ・保存科学3部 合同)

昭和46年11月13日(土)13.0(ンx-16.00,東 京国立博物館 大講堂において 「法 隆寺

に関す る講演会」を開催 した。

1法 隆寺の彫刻 美術 部第一研究室 猪 川 和 子

法隆寺 の美術を考え る上 に根本 となる法隆寺建立 につ いての再建 ・非 再建 論争の経

緯 につ いて略述 し,推 古天 皇三十 一年銘 のある釈迦三尊像をは じめ,薬 師如来,小 金

銅像,四 天王像等,七 世紀の法 隆寺 の彫刻 の造形様式 を概観,釈 迦三 尊の作者 として記

され る止利仏師 の現われる素地 と しての作家 の系譜 の考察0)一 と して,わ が国最 古の

飛鳥大仏が止利 よりも古 くその作者が考 えられてい る最近の説を紹介 した。また,法

隆寺彫刻 に及 ぼ した外 来影響と して,近 年 の発掘や発 見にか 、る中国,高 句麗 百済,

新羅 の諸像 を含 めた近年の研究の動向を紹介,相 互 の関連 について もふれた。以上に
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ついて年表,ス ライ ドを併用 した。

2法 隆寺 の悔過会 と舞楽法要 芸能 部音楽舞踊研究室 佐 藤 道 子

口本 古来の民俗信 仰 との関連を色濃 く残 しなが ら,仏 教行事 と して定着 し,現 在 ま

で伝 え られてい る悔過会。舞楽を伴 う仏 事法要。い ずれ も奈良朝以来 の伝統を もつ法

要行 事であるが,法 隆寺に は,修 正会 ・修二会 に悔過会 を勤修 し,聖 霊会 に舞楽法 要

が勤修 され てい る。 それぞれの法要形 式について,ス ライ ド ・テー プを使 用 して説明

した。

3法 隆寺 にお ける保存科学的処置

保存科学 部修理技術研 究室 長 岩 崎 支 占

次 の諸件 について,要 約 的、溝演を行 なった。

1.法 陥 寺に関す る科学 的調査,保 存処 置等について,大 正よ り現在 に至る一群 の

文献,記 録 等、,

N

C+')

4

5

6

Z

O
Q

Q
σ

法 陥寺金堂壁 画につき火災前後を通 じての調査,保 存処概。

金堂火 災実態 の科学 的調 査。

金堂 焼損 材,焼 損壁 画の保存 処置。

金堂天蓋剥落 どめ、,

金剛力 量:立像殺虫処置。

金堂 壁画再現 パ ネル製作。

法 ・.再処にお ける腐朽 部材の再使用 のための化学的強化処 置。

法隆 寺において,保 存作業中に観察 した興味 ある現象。

(4)国 際国内関係

美術部

国際 関係と しては,美 術部 の出版物,研 究資料 など各 国との交換が盛ん に行われ,

また,外 国の研究者 で当研究所 の研究員の指導 を うけ,資 料 を利用 して研究す る者 も

多か った。海外 出張 による調査研究については,陰 里鉄郎 第二研究室員が近世 ・近代

日本洋風美術 と西洋美術 との関係 について調査研究 のため,文 部省 在外 研究員 として

46年10月 よ り47年8月 迄 の予定で 西欧八ケ国 に出張 した。 また,川 上浬資料室長は,

68



o

V研 究活動及び事業

台北故 宮博物院所蔵,宋 ・元 ・明 ・清絵画調査研究のため11月 台湾に出張,江 上緩資

料室 員は,日 本古代紋様,並 びに料紙装 飾文様の遺品調査のため47年3月 より5月 末

迄米国 に出張 した。坂本満第二研究 室員は,昨 年 よ り日仏 考古学会 派遺の研究員 と し

て パ リ国立図書館 に於 て14世 紀以 降の西欧版 画資料 の調査 に従事 していたが47年3月

末帰国 した。

国内 にお ける活動につい ては前記 各項 に記 されてい る如 くであ るが,学 会 関係と し

て特に美術史学 会,美 学会 などと接触 を密に し,多 くの寄与をな した。

芸能部

困際関係 としては,各 国大学 ・図 井館 など より芸能部の出版物 とo)交 換依頼を受け

ている。

国内における関係学会 としては,部 員は各専門別 に,芸 能学会 ・芸能史研究会 ・中

世文学 会 ・東洋 音楽学 会 ・日本x171劇学 会 ・日本歌謡学 会 ・日本近 世文学会 など に参加

し,そ れぞれの学 会に参 与 ・理 事 ・委 員 ・幹事などと して'　r}.してい る。

保存 科学

1国 際関係

46年 度は広義を含む保存関係 で国際的な会議が多 く持たれ た。

46年4月,ロ ーマセ ンター総会及理 事会が胴催 され岩崎化学 研究室 長が出席,理 事

に再選 され た。

46年5～6月,ア スパ ックの 導門家会議 が東京で開かれ,関 野所長 のほか 当部 より

岩 崎化 学研 究室 長が参加 した。

46年8月 より9月 にかけ生物研 究室新井研究員 は第2回 国際生物劣 化 シンポ ジウム

(オラ ンダ),第1回 国際菌学会 議(イ ギ リス)に 参 加,合 せて ヨー ロ ッパ の保存科

学 の視 察調査,微 生物株 保存機関 の調査,ボ ロブ ドル遺跡の調査を行 った。

47年2月,イ ン ドの二3デ リーにおいて ロー マセンター及 イ ン ド政府 による南,

東 南アジア及太 平洋地域の文化財保存会議が行なわれ,登 石 部長,岩 崎修理技 術研究

室長が招きによ り参加 した。

47年3月 にはユネスコアジY文 化 セ ンターによ りアジァ地域保存関係者の会議が東

京において持 たれ,関 野所長,岩 崎修理技術研 究室長が参加 した。

保存科学部への外国よ りの来訪 者は アスパ ックの出席者,ア ジァ文化セ ンターの会
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「

議出席 者等があ った。

46年12月 よ り47年1月 にか けて岩崎修理技術研究室長 はイ ラクの クルナ水没 文化 財

調査団に参加,現 地 に出張 した。

47年3月 よ り4月 にか け登石 部長 はユ ネスコアジア文化セ ンターよ り費用の支給 を

得てイ ン ドネ シヤ,イ ン ド,タ イ等熱帯地域の保存状態を視察 し且つそれ ら各地 の保

存関係者 と専門 的意 見の交 換を行 った。

皿 国内関係

46年9月 岩崎修理 技術研 究室長 は文 部省史料館主催の講習会に出講,「 史料 の保存

科学」につい て講議 した。

46年11月,京 都仁 和寺 において 第16回 修理技 術者(美 術工芸品)講 習会が開かれ,

樋 口主任研究官は講師を委嘱 され 講議を行 った。

47年1月,文 化財建造 物保存技術者 養成講習会 が東京 において 開催 され,樋 口主任

研究官,石 川研究員が講師と して協力 した。

47年3月,日 本工芸会 主催にて本 工芸第2次 研修会が東京において催 され新井研 究

員が木材 の生物劣化について構義 した。

昭和46年9月9日,当 所別館会 議室で,文 化 財保存科学研究協議会を開催,文 化庁

文化財保護部3課 の担当官,東 京国立博物館,東 京芸術大学 その他多数の関係専門家

の出席 を得 て 「木材を素地と した文化財彩色の保存と修 復」 に関 して板絵,彫 刻彩色

お よび建築彩 色を対象 と して活発な研究協議を行 な って,極 ゐて大 きい成果を得 た。

昭和47年2月24日 には同 じく別館会議室 で文 化財保存科学懇談会(第2回)を 開催,

文化庁文 化財 保護 部長,管 理課長,記 念物 ・美術 工芸 ・建造 物3課 の課長並び に担当

官の 出席 を得 て,昭 和46年 度 調査研究概要,昭 和47年 度 調査研究予定,第6回 ローマ
●

セ ンター総会,文 化財保存に 関す る専門家会 議(ニ ューデ リー)な どの報告を行ない,

文 化財の公開施設,文 化財保存処 置の実施 機関,昭 和47年 度特別研究,昭 和47年 度受

託 研究,文 化庁よ りの研究依頼な どにつ き懇談 し,又 秋期 開催 予定の保存科学に関す

るシンポ ジウムについて意見 交換を行 なった。

9
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V1研 究 施 設 ・設 備

1蔵 書

美術部

東 洋古美術 近代 日本美術 西洋美術関係を主と して,和 漢(25,605)洋 書(3,4821

を合 わせて,29,087冊,ほ かに 美術関係雑 芯 売 立目録類及び拓本が ある。

芸 能部

雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗 芸能 ・寄席 芸その他 わが 国の伝統芸能

の研究 に必要な図 書3,326冊 を所 蔵す る。 演芸 画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 上 方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説等

の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本 も収集 している。

保存科学部

占来 の伝統的生産及び1二芸技術軍井 技術史,ま た は数少ないそれ らの科学的究明を

試みたもの,修PI':報告il"r調 査報告井,及 び化学 物理 生物学部門の保存科学に関

速ある和洋 書を合わせて1,496冊 を収集 してい る。

昭和45・46年 度の新蔵 苔数は次のとお りである。

2資 料

美術部

主と して写真に よる美術研究資料 であるが,そ の収集の 目的は,内 外の資料をあま

ね く収 集 ・整理 ・保管 して,そ の完壁 な収 集箇所 と して美術の研究に資す ることであ

る。この趣 旨に基づ いて設立 当初か ら写真撮影 によ る資料の作成 をは じめ,印 刷 物を
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整理 して これ に加え る等その収集につ とめてい る。資料 の内容 は、 日本美術 ・東洋美

術 ・西洋美術 および明治 ・大正美術 に大別 し,さ らに これを絵 画 ・彫刻 工゚ 芸 ・建築

等に分類整理 してい る。その数 は特 別大型の ものか ら小 型の ものまで,約13万 余。写

真資料のほかに印譜 ・図版 カー ド等が ある。

芸能部

レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミ リシネを 含む)等 に よる芸能資料 を多

数 そなえてい る。 レコー ドには毎年各製 作会社 か ら発売 され る伝統芸能関係 レコー ド

のほか,昭 和35年 度文部省機関研究費によ って購 入 した安原 コ レク ショ ン レコ ー ド

5,450枚 が含 まれてい る。安原 コレクシ ョンは,明 治 ・大正'昭 和 三代 にわたって 刊

行された各種邦楽 レコー ドを網羅 した もので,近 代にお ける邦楽の実態 と変遷を知 る

上での貴喧な資料 とな るもので ある。録音 テー プ及 び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・文

楽 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院 行事 ・民 俗芸能 その他の伝統芸能を対象に記録 してきた もので,

奏演法の解析を中心 とした写真 ・テープ,あ るいは 各種文書の記録写真 な ども含んで

い る。種別 によ る所 蔵数は次のとお りで ある。

区 分 レ コ ー ド

録音 テープ シネ フ ィル ム

写 真
7型 5型 $m/m 16nン ㎞

46・3月 ま で 5,809枚 1,016本 262本 99本 3本 多 数

46・4～47・3 6枚 208本 0 2本 0 〃

計 5,815枚 1,224本 262本 101本 3本 〃
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VI研 究施設 ・設備

3機 器 ・設備

美術部

光学的研究設備

光学的鑑識法を 東洋 古美術 品の研究に応用す ることは当研究所において既に戦前か

ら企画 されていた が,昭 和27年 度には それ までの)'備 的研究成果 と海外 にお ける研究

設備を参考 と し,科 学研究費(機 関研究)の 交付を受けて本格的な設備を整え るにい

た った。 その 後 も技術的 な進歩 に即応 して新規の装置を加え,美 術 史学の実証的研究

に多大の貢献 を してい る。現在の 艶要設備を類別す ると次の とお りであ る。

IX線 透過撮影装置

(1}固 定式 白色X線 装置(100KV)1式

(2)固 定式 単色X線 装置(80KV)1式

(対蛍 光板,支 持台,防X線 用衝立等)

皿

皿

Ⅳ

V

(3)可 搬式 白色X線 装置

{4}tiJ搬 式 ソフテ ツクス装ui(J型)

(5)可 搬式 ソフテ ックス装澱(新J型)

〔6)携 帯用 ソフテ ックス装趾(E型)

紫外線照射装胤

(1)固 定 式照射ii't`.

(2)

(3)携 帯用紫外線検査器

ナ トリウムラ ンプ照射装置

赤外線 暗視装置及び間接撮影装圃

顕微鏡装置

(1)双 眼実体顕微鏡及び写真 撮影 装Ul`

(2)

帯用ス タ ン ド)

(3)

1式

1式

1式(46年 度購 入)

1台

2台

可搬式照射装 趾(ブ イリップス紫外線 ランプ及 び専用 トランス)2台

1台

2台

1式

新型双眼実体顕微鏡及 びカ ラー顕微鏡写 真同時 撮影装 置(可 動支持台及 び携

1式

検査顕微鏡用側視鏡ユニ ッ ト・モノフ ォ ト装置1式(46年 度購入)
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VIマ イクロ写真関係設備

(1)マ イク ロ写真 撮影装置1式

(付 自動現像機 プ リンター,引 伸機,乾 燥機等)

② ポータブル ・マイク ロ写真撮影装置1式

(3)マ イク ロ閲読機(ル ーモ社製)3台

(4}リ ーダープ リンター

芸能部

各種伝統芸能の記録及 び分析研究のための設備 ・機 器を所有する。

1設 備

録 音室(遮 音壁を備え る)・ 調整室 ・視 聴[:`T(舞台を備 える)・ 資料室 ・図,讐;室

Ⅱ 機器

(1}(45年 度 まで に購入の もの)

ピッチ レコ ーダー

テープ レコーダ ー

ビデ オ コーダー

1(蛎n撮 影機

16⑲ イn映写機

画γfn撮影機

8nYイn映 写機

35r萌n写 真機

35π戸nマ イクロフィルム解読装置

16ro/fnシ ネフィル ム分析 装置

ステ レオ音声調整卓

ス ピーカー

スタジオ用照明器具

②(46年 度購入の もの)

8蜘 撮影機

8⑲ イn映写機

保存 科学部

主な研究設備
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一

装 置 名

恒温恒湿槽

サ ンシ ャイ ンウ ェザ ーメーター

真空凍結乾燥装置

紙耐揉強度試験 機

光電分光 光度 計

発光分光分析装置

蛍光X線 分析 装置

可搬式 蛍光X線 分析 装趾

X線 回折装概およびデバ イ・

シェラーカメ ラ,ラ ウエカメ ラ

X線 発生装 置

真空蒸着装 置

金属顕微鏡

生物顕微鏡

表面ア ラサ顕微鏡

万能顕微鏡

Co-60γ 線線源

ガイガー ・ミュー ラー計数装置

自記分光放射 計

ガスクロマ トグラフ

(水素 イオ ン化検 出器 ・熱伝導

検 出器 熱分解装置付)

回折格子 自記赤外分光光度計

〃

引張試験機

自動記録式示差熱天秤

炭素 ・水素・窒素分析計

減圧含浸装置

説明,目 的,性 能 等

0°X40℃20～90%

劣化促進 試験機

自記

非破壊法による元素分析

現場可搬用

結晶同定

中間硬度

表面薄膜形成

透視用3c政 び α2c

放 射線 測定

光の分光 測定

ガス分 析

赤外顕微鏡 他上記機械附属

5KB

VI研 究施設 ・設備

数 量

1

1

1

i

1

1

1

1

1

1

1

1

2

i

1

2

1

1

1

-
↓

-
⊥

ー
ユ

ー
ユ

ー
⊥

-
二
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装 置 名

減圧殺虫装置

超低温槽

'冷却遠心機

粒度分布測定i`

熱膨張計

レオメーター

直読式動的粘弾性測定器

ライ トガイ ドカラ ーメーター

説明,目 的,性 能等

一50℃

-50C～5°C

粘性試験用

色彩測定

数 量

1

1

1

1

1

1

1

1

文化財の特殊性 と して,材 質の劣化現象究明の ための試験 機類,非 破 壊的方法 によ

る材質 調査の ための分析機器類,及 び微少試料の分析,調 査 な どに用い る顕微鏡類な

どである。

4黒 田 記 念 室

この記 念室は,本 研究所 の創立者 故帝 国美 術院長子爵黒田清輝の功績 を記念するた

めに設け られ た もので,そ の油絵 ・素描 ・画架等を陳列 してい る。

収 蔵 されてい るものは,油 絵125点 ・素描170点 ・スケ ッチ ブ ック等若Fで ある。

これ らは創立 当時主 と して黒田家 か ら寄贈 され た ものであ るが,そ の後,樺 山愛輔

黒田照子 田中良氏 等か らの寄 贈 もふ くまれ てお り,随 時陳列替を行な ってい る。毎

週木曜 日午後1時 か ら4時 まで一般 に無料公 開 してい る。陳列品の主な ものは,「 知

感情」'「 花野」 ・ 「湖畔 」 ・ 「赤髪 の少 女」 ・「もるる日影」 ・「温室花壇」等で

あ る。

黒田子 爵記 念室観覧 規程

第1条 本研究所の黒田子爵記 念室(以 下単 に 「記念室」 とい う。)は,こ の規程 に

よって一般 に公開す る。

第2条 観覧 は無料 とす る。
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VI研 究施設 ・設備

第3条 観覧 者は,備 付 けの 帳簿 に現住所,氏 名 を紀載 し,掛 員 の指示 を受 けるもの

とす る。

第4条 陳列品の模写又は写 真撮影を希 望する者 は,予 め書面 によ り届 出で許 可を受

けなけれ ばな らない。

第5条 観覧 者は,記 念室 内において左 の事項 を行 っては な らない 。

一 陳列品に手 を触れ る こと。

ニ イ ンク・墨汁等を使 用す ること。

三 飲食及 び喫煙 をなす こと。

第6条 観覧者が この規程に違反 し,又 記念室公開 の趣 旨に反す る行為が あると認め

る ときは,退 場を命 ずることが ある。

第7条 観覧 の 日時 は毎週木晦 日午後1時 か ら同4時 まで とし,観 覧を停止する 日は

左 の通 りとす る。

祝 日

開所記 念 日(10月18)

年 末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏 期(7月21Elか ら8月31日 まで)

第8条 本研究所 において必 要が あるときは,前 条の 日時を随時 変更する ことがあ る。

但 しこの場合 は予め掲示す る。

5閲 覧 室

本研究所美術 部の図 書及 び研究資料は主 と して研究者 ・学 者 ・美術 関係専攻の学生

等に公開 して いる。年間の閲覧者数は,延1,000名 程度である。

■
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1
員職

資 料 室 室 長 川 上 渾 212・28

文 部 技 官 田 実 栄 子 23.3.31

永 雄 ミ エ 23・9・3

江 上 緩 38.5・1

関 口 正 之 422・1

河 野 元 昭 46.10.1

専 門 職 員 橋 本 弘 次 '21・6・15

文 部 技 官 市 川 和 正 30・7・1

〃 野 久 保 昌 良 36.10.1

芸 能 部 部 長 浦 山 政 雄 27・10・1

演劇研究室 室長事務取扱 浦 山 政 雄

文 部 技 官 前 嶋 茂 子 39.7.1

調査研究員(非) 宮 本 瑞 夫 4151
音 楽 舞 踊
研 究 室 室 長 横 道 萬 里 雄 28・3・16

文 部 技 官 佐 藤 道 子 30・5・16

調査研究員(非) 松 本 雍 44.9.1
郷 土 芸能
研 究 室 室 長 三 隅 治 雄 27.10.1

調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎 41・51

保 存 科 学 部 部 長 登 石 健 三 27.10.1

主 任 研 究 官 樋 口 清 治 37.11.1

化学研究室 室 長 江 本 義 理 27・4・1

文 部 技 官 門 倉 武 夫 32.5.1

物理研究室 室 長 事務取扱 登 石 健 三

文 部 技 官 見 城 敏 子 29.9.1

〃 石 川 陸 郎 32.4.15

生物研究室 室長事務取扱 岩 崎 友 吉

文 部 技 官 新 井 英 夫 45.91

調査研究員(非) 江 本 義 数 33.5.1
修 理 技術
研 究 室

室 長 岩 崎 友 吉 27.4.1

文 部 技 官 中 里 寿 克 39.1.1

専 門 職 員 茂 木 曙 29・71
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員職2旧

(1)昭 和46年 度

所 属 官職名 氏 名 在職 期間 備 考

庶務課

美術部

警 務 員

文部技官
〃

部 長

友 田 薫

辻 惟 雄

戸 田 禎 佑

中 川 千 咲

41・2^-47.3・31

37,646.51

37・6～46・6°16

9,447.3.31

退 職

東北大へ出向

東京大へ出向

退 職

(2)昭 和25年 度 ～昭和45年 度(25年8月 ～45年 度末)

所 属 官 職 名 氏 名 在 所期 間

所 長 事 務 代 理 矢 代 幸 雄 27・4～28・11

所 長 田 中 一 松 27・10～40・3

庶務課(室) 雇(事 務) 山 田 秀 昭 25.1028・4

庁 務 補 助 員 長 沢 ア イ 27・5～29・5

雑 仕 吉 野 茂 七 21.1129.12

〃 諸 星 ハ ル 20・529.12

臨 時 時 筆 生 藤 森 園 子 29・631.11

庶 務 係 長 加 藤 輝 之 27.1034・11

安 岡 潤 34・11～36・10

文 部 事 務 官 長 沢 朝 夫 29・5^-36.11

警 務 員 鶴 田 豊 次 郎 29・4～38・3

庶 務 係 長 鬼 山 光 義 36.1038.4

事 務 員 長 沢 道 子 31・12^-39・7

課 長 小 島 忠 二 26・5～40・3

作 業 員 糟 谷 愛 子 37・2^・40.12

事 務 員 中 村 圭 子 35・11^-40・1

警 務 員 鎌 田 幸 四 郎 29・1～41・2

課 長 補 佐 守 谷 安 知 38・4^-41・6

文 部 事 務 官 本 間 春 次 40・4^・42・3

課 長 野 島 弥 三 郎 414^44・3

事 務 補 佐 員 横 川 千 代 子 434^-44・3

課 長 岩 田 守 夫 444^-45・4

技 能 補 佐 員 三 次 ヨ シ 45・4～46・3

美 術 部 研 究 所 文 部 技 官 島 田 修 二 郎 23・7～26・11

第一 研 究 室 文 部 技 官 白 畑 よ し 5・6～27・8



員職

部 長 松 本 栄 一 24・8^-27・10

第 二 研 究 室 文 部 技 官 河 北 倫 明 181^・27・10

第 一 研 究 室 技 術 員 鈴 木 友 也 28・1～28・2

資 料 室 文 部 技 官 持 丸 一 夫 22・6～29・3

資 料 室 技 術 員 山 田 桂 二 29・2～30°2

第 一 研 究 室 文 部技 官 大 串 純 夫 14・4～30'7

第 二 研 究 室 技 術 員 池 田 涼 子 22・6～33°6

文 部 技 官(併 任) 新 規 矩 男 22・10～34°3

部 長 福 山 敏 男 235^-344

資 料 室 文 部 技 官 小 沢 健 志 264^-363

第 一 研 究 室 長 熊 谷 宣 夫 19・10～37'3

部 長 田 沢 坦 34・6～37'4

第 一 研 究 室 長 伊 東 卓 治 22・5～38・3

文 部 技 官(併 任) 光 沢 嘉 圃 2?・10405

〃 吉 川 逸 治 22・10～40・5

〃 河 北 倫 明 28・4～40・5

第 二 研 究 室 長 隈 元 謙 次 郎 7,641.3

第 一 研 究 室 長 秋 山 光 和 21・10^42・2

部 長 高 田 修 27・12～44・3

芸 能 部 部 長(併 任) 加 藤 成 之 27・10^・326

庁 務 補 助 員 新 井 範 子 27・10～34・10

部 長(併 任) 下 総 覚 三 33・1～37・7

演 劇 研 究 室 事 務 員 玉 木 清 子 34・9～39・6

演劇研究室研究員(非) 戸 部 銀 作 27・10～40・3

音楽舞踊研究室研究員(非) 岸 辺 成 雄 27・10^・42・3

郷土芸能研究室研究員(非) 池 田 弥 三 郎 27.10^-41・3

演劇研究室研究員(非) 石 田 百 合 子 40・4～41・3

〃 阿 部 順 子 40・8^-439

音楽舞踊研究室研究員(非) 山 路 興 造 415^-443

保存科学部 臨 時 筆 生 赤 岡 恒 子 26・4～29・7

庁 務 補 助 員 橋 本 義 雄 28・10^・327

修 理 技 術 研 究 室 長 毛 利 登 37・10～38・4

物理研究室研究員(非) 呉 屋 充 庸 29・4～40・3

修 理 技 術 研 究 室 長 立 田 三 朗 37・10～45・1

注(1}② の所属 官職は,転 退職時を示す 。
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V皿 関 係 法 規

・文部省:.法(昭 和24年 法律第146号最終改正 昭和46年5月27日71号)(抄)

第3節 附属機関

(附属機関)

第36条 第43条 〔審 議会〕 に規定す るもののほか,文 化庁 に,次 の機関を置 く。

国立 博物 館

国立近代美 術館

国立西洋美術館

国立国語研究所

国立文化財研究所

日本芸術院

2前 項 の機 関(日 本芸術院を除 く。)の 長は,文 化庁 長官の 申出によ り,文 部大臣

が任命す る。

(国立文化財研 究所)

第41条 国立 文化財研究所 は,文 化財 に関 する調査研究,資 料 の作成及びその公表を

行な う機関 とす る。

2国 立文化財研究所の名称及 び位置は,次 のとおりとす る。

名 称 位 置

東京国立文化財研究所 東 京 都

奈良国立文化財研究所 奈 良 市

3国 立文化財研 究所 には,支 所を置 くことがで きる。

4国 立文化財研究所及 びその支 所の内部組 織は,文 部省令で定め る。

・文部糊 法施行規則儂灘 繍 聯 饒 翻(抄)

第4節 国立文化財研究所
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M1【 関 係 法 蜆

第1款 東京国立文化財研究所

(所長)

第117条 東京国立文化財研究所に,所 長を置 く。

2所 長は,所 務 を掌理す る。

(内部組織)

第118条 東京国立文化財研究所 に,庶 務課及び次の3部 を置 くC

一 美術 部

二 芸能 部

三 保存科学部

(庶務課の'}嘱)

第119条 庶務課 において はD次 のpl`務をつか さどる。

一 職 員の人 「掴 こ関す る'1脇 を処 理す ること。

二 職 員の福利厚生 に関す る事務を処 理す ること。

三 公 文爵類の接受及び公印の管守 その他庶務に関するこ と。

四 経 費及 び収 人の予卸,決 算 その他会計に関する'1嚇 を処理す るこ と。

五 行政財産及 び物 品の管鯉に 関す る'1脇 を処理す ること。

六 庁 内の取締 りに関す ること。

七 前 各 号に掲 げる もののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理 す ること。

(美術 部の3`一 及 び'1`務)

第120条 美術 部に,第 一研究室,第 二研究室及び資料室を置 く。

2第 一研究室に おいては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術 並びに東洋 美術に関

する調査研究を行ない,及 び その結果の公表を行な う。

3第 二 研究室 において は,わ が国 の近代及び現代の美術 並びに西洋美 術に関する調

査研究 を行 ない,及 びその結果の公表を行 なうとと もに黒田記 念室 に関す る事 務を

つかさ どる。

4資 料室 において は,美 術の研究 に関す る資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表及

び閲覧並 びに光学 的方法 による美術の研究を行 な う。

(芸能部の3室 及び事務)

第121条 芸 能部に,演 劇 研究室,音 楽舞踊研究室及び郷土芸 能研究室 を置 く。
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2演 劇研究室 においては,演 劇及 びその保存 に関する調査研究 を行ない,並 び にそ

の結果の公表を行な う。

3.r.it楽 舞踊研 究室 においては,音 楽及 び舞踊並びに これ らの保存 に関す る調査研究

を行ない,並 びに その結果 の公表を行 な う。

4郷 土芸能研究室においては,郷 土芸能及びその保存に関 する調査研究 を行 ない,

並びにその結果の公表を行な う。

(保存科学部 の4室 及 び事務)

第122条 保存科学部 に,化 学研究室,物 理研究室,生 物研究室 及び修理 技術 研究室

を置 く。

2化 学研 究室 においては,文 化財及び その保存 に関す る化学的調査研究(分 析 化学

的調査研究を含む 。)を 行 ない,並 び にその結果の公表を行な う。

3物 理研究室において は,文 化 財及 びその保存に関 する物理学的調査研究を行ない,

並びにその結果の公表を行 な う。

4生 物研究室においては,文 化財及 びその保存 に関す る生物学的 調査研究を行ない,

並びに その結果の公表 を行な う。

5修 珊技術研究室 においては,文 化財 の修理に関す る科学的,技 術的調査研究を行

な い,及 びその結果の公表を行な う。

・文部 省定員細則(昭 和44年5月21日 文部省訓令第12号改1E昭 和46年5月31日 第24号)(抄)

文 部省定員規則(昭 和44年 文部省令第12号)第2項 の規定に基づき,文 部ii%Il細

則を次のよ うに定める。

文部省定員細則

1文 部省の本省の各内部部局,各 国立学校,各 所轄機関及 び各附属機 関別の定 員並

び に文化庁 の各内部部局及び各 附属機関別 の定員は,次 の とお りとす る。

文化庁

区 分 定 員 備 考

附属機関 国立文化財研究所 113人
各国立文化財研究所
を通 じての定員 とす る。

2各 国立大学,各 国立高等専門学校,各 国立高等学校,各 国立青年の家,各 国立博
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田 関 係 法 規

物館,各 国立近代美術館及び各国立文化財研究所の定員は,国 立学 校及び本省の 附

属機関にあ って は文部大 臣,文 化庁の附属機関にあ っては文化庁 長官が,そ れ ぞれ,

前項に規定す る当該国立学校又は附属機関別の定員の範囲内において,別 に定める。

・国立博物館等の機関別の定員について儲 織 易2購 轡 傑)(抄)

文 部省定員細則(昭 和44年 文 部省訓令第12}ナ)第2項 の規 定に基づ き,「各国立博物

館等の機関別の定 員について」(昭 和44年5月26日 文化庁長 官裁定)の1部 を次のよ

うに改if=.する。

「国立博物館等 の機 関別の定員 について」の表を次のよ うに改め る、

機 関 定 員

東 京 国17_文 化 財 研 究 所 48人

附 則

この裁定 は,昭 和46年4月1口 か ら適用す る。

・教育公繍 例法施行令(灘ll漏1鵬3灘 蹴)(抄)

(教育 公務員以 外の者)

第2条 省略

第3条 省略

第3条 の2文 部省設置法(昭 和24年 法律 第146号)第14条 〔團立の学 校等〕及 び

第36条 第1項 〔附属機 関〕 に掲げる機関(日 本芸術院を除 く。)並 びに国立学校設

置法(昭 和24年 法律 第150号)第9条 第1項 〔高 エネルギー物理学研究所〕に規 定

する高エネルギ ー物理 学研 究所 の長及び その職員の うちもっぱ ら研究又は教育に従

事す る者並びに国立養 護教諭養成所設 置法(昭 和40年 法律 第16号)に よ る国立養護

教諭 養成 所の所長,教 授,助 教授及 び助手については,法 第4条 〔採用及び昇任 の

方法 〕,第7条 〔休職 の期 間〕,舞 ∫11条 〔服務〕,第12条 〔勤務 成績の評定〕,第

19条 〔研 修〕,第20条 〔研修 の機会〕及び第21条 〔兼職 及び他の事業等の従事〕

中国立大学 の学長及び教員に関す る部分の規定を準用する。 この場合において,こ

れ らの規定中 「大学 管理機 関」とあるのは次の各号の区別 に従 って読み替え,こ れ
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らの機 関の長及 びその職員を それぞれ学 長及び教員 に準 ず る者 として これ らの規定

を準用 する ものとす る。

一 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,高 エネルギ ー物 理学 研究

所 の長及 びその職員にあ って は 「文部省令で定め るところによ り任命権者」,高 エ

ネル ギ ー物理学 研究所以外の機関の長 及び その職員にあ っては 「任命権者」

二 法 第4条 第2項 〔採用及 び昇任の選考の基準〕,第7条,第11条 及び第12条 に

つ いて は,「 任命権者」

脅

O東 京国立文化 財研究所部 室長会議運営規則

(昭和45年1月23日 所 長裁定)

第1条 東 京国立文化 財研 究所部室長会議(以 下 「部室長会議」 とい う。)の 運営 に

ついては,こ の規則の定 めるところに よる。

第2条 部室 長会 議は,本 研究所の重要事項について協議 し,各 部課相互の連絡 をは

か ることを目的とする。

第3条 部室 長会議は,次 の各号 にかかげ る職員を もって組織 する。

一 所 長

二 各 部長

三 各室長

四 課 長

第4条 部室長会 議は所長が招集 し,そ の議長 となる。

2所 長に事故ある ときは,会 議 出席者 の中か ら互選 によ り議長を定める。

3所 長 は必要 と認める職 員を会議に 出席 させ ることがで きる。

第5条 部室長会議は原 則と して毎月1回 開催す る。ただ し緊急を要す る場合 は,随

時 開催 す ることがで きる。

第6条 部室長会議に関す る事務 は,庶 務課が これにあたる。

第7条 この規則に定める ものの他,会 議の運営に関 して必要な事項 は,別 に定め る。

附 則

この規 則は,昭 和45年1月23日 から施行す る。
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O東 京国立文化財研究所受託研究取 扱規程

(昭 和46年3月15日 所長裁 定)

(趣旨)

第1条 この規 程は,東 京国立文化財研 究所(以 ド 「研究所」 とい う。)に おける受

託 研究(外 部か らの委託を受 けて公務と して行 な う研究で,こ れ に要する経 費を委

託者が負担す るものをい う。)の 取扱 いに関 し必要な事項を定め る ものとす る。

2受 託研究は,研 究所の文化財に関 す る調査研究L有 意 義で あ り,か つ本来 の調査

研 究に支障がな く,当 該年度 の ∫堺 額 の範 囲内において 行な うものとす る。

(受託0)条 件)

第2条 受託研 究の受人れ 条件は,次 の 各号に掲 げるとお りとす る。

111受 託研究 は,委 託 者が一方的に中止 す るこ とはできない こと。

(2}受 託研究の結果,1:業 所 有権 等の権利が生 じた場合には,当 該権 利を無償で使

用 させ,ま たは譲 与す ることはで きない こと。

(3)受 託研究に 要す る経費によ り取得 した設備等は,返 還 しない こと。

(4)や むを得ない'fEff1により受託研究を中止 し,ま たはその期間を延 長す る場 合に

お いて も,研 究所は,そ の責を負わず,ま た,原 則 として受 託研究に要す る経 費

を委託者に返還 しない こと。ただ し,特 に必要があると認めた場合は,不 用 とな

った経費の額の範 囲内 において,そ の全部 または一部を返還す るこ とがあ ること。

〔5)委 託者 は,受 託研究に 要す る経費を,当 該研究の開始前に納付す ること。

2所1は,前 項 に定 めるもののほか,必 要と認め る条件を別に定め ることがで きる。

3委 託者 が国 の機関,政 府関係機関 また は,地 方公共団体である場合は,第1項 第

3号 および第5号 の条件 は,こ れを付 さない ことが できる。

4委 託者 は,必 要 がある場合は,所 長の承認を得 てvそ の委託にかか る研究を協力

して行 なう ことが できる。

(決定の方法)

第3条 所 長は,当 該研究を担 当す る職員,当 核職員の所Jrtsする室および部の長の意

見を徴 した うえ受 託研究の受入れを決定す る。

(受託 の申込等)

第4条 受託研 究の 申込み を しようとす る者は,別 紙様式による受託研究 申込書を所
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長に提 出 しなければな らない 。

2所 長は,受 託研究の受 入れ を決定 した ときは,そ の旨委託者 および研究所分任契

約担 当官に通知す る もの とす る。

3前 項の通知 に基 づき分任契約担 当官は,契 約を締結 した旨を,所 長に通知する も

のとす る。

(研究の中止聖斜

第5条 受 託研究を担 当す る職 員は,当 該研 究を中 止 し,ま たは,そ の期間 を延長す

る必要があ ると認めた ときは,た だ ちに所属の室 および部の長を 経て 所長 に報告 し,

その指示を受 ける もの とす る。

2所 長 は,受 託研究0)遂 行上やむを得ない理由があ ると認めた ときは,こ れを中 止

し,ま たは,そ の期間 を延長する ことを決定 し,そ の 旨委託者 および分任契約担 当

官 に通 知す るものとする。

(研究結果の報告等)

第6条 受託研究を担 当す る職員は,当 該研 究が完 了 したときは,そ の結果 を所属の

室 および部の長を経て所長に報告す るもの とする。

2委 託 者に対する受 託研究 の結果の報告は,当 該研究を担 当 した職員が前項 の報告

後 行な うものとする。

3受 託研究の成果を公表す るときは,所 長 の承 認を得て 当該研 究を担 当 した職員が

行 な うもの とす る。

附 則

この規程 は,昭 和46年4月1日 か ら施行す る。
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〔別紙様 式〕

受 託 研 究 申 込 蒔

昭和 年 月 日

東京国 立文化財研究所長 殿

住 所,

氏 名(名 称 ・代表 者)印

東京国立文化財研究所受託研究取扱規程箪4条 第1項 の規程 に より,下 記の とお り

受託 研究 の申 し込 みを します。

記

1.研 究題 目

2.研 究 目的 および内容

3.研 究 に要 する経費

4.研 究用資材,器 具等 の提供

5.そ の他
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